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収録文献についてのメモ 

 

・NACSIS-CATの所蔵レコード１億件突破の祝賀イベントにちなみ，NACSIS-CAT/ILLに関する邦

文文献（論文，報告，記事等）をリストアップした。本版はその「準備版」を増補改訂した

ものである。 

 

・CAT/ILLを直接取り扱った文献だけでなく，CAT/ILLの背景を知る上で参照とすべきテーマで

ある「学術情報システム」や「総合目録」「目録規則」「図書館の機械化」等に関する文献も

幅広く収録した。 

・ただし，今回は準備した期間も短く，学術情報センター，国立情報学研究所に関係する文献

でも，直接的な関連性の希薄な「ネットワーク」「電子図書館」「情報検索」「SPARC」「機関リ

ポジトリ」関係は割愛した。また，「JAPAN/MARC」や「他の書誌ユーティリティ」関連文献も

限定的に採り上げた。 

 

・文献の刊行時期は，関連文献が出始めた1975年を始めとし，最新（2008年12月）まで採録

対象とした。 

 

・採録文献数は約1900件である。 

 

・排列は，文献の刊行年月順（二次排列は執筆者のアルファベット順）にした。月が記載され

ていないもの，調査がつかなかったものは当該年の冒頭に「/00/」として並べた。・排列を刊

行年月順にしたのは，CAT/ILLが当時どのような状況の中で開発・運用されていたか，時代

背景あるいは空気のようなものを感じることができるのではないかと考えたためである。 

 

・著者名冒頭の◎は，その資料が単行書であることを示し，○は，単行書中の論文・記事であ

ることを示す。 

 

・限られた時間の中での作業のため，本来採り上げるべき重要なものを見落としていたり，内

容的に無関係のものが含まれていたり，何よりも表記の誤りなどが多々あるものと予想され

るが，これらの遺漏については他日を期すということでご寛恕いただきたい。 

 

・なお，本文献目録についてお気づきのことがあれば，catill_biblio@nii.ac.jpまでご一報

いただけると幸甚に存じます。 

                            

2009年3月9日 小西和信（武蔵野大学） 

 

 

 

 



 

     NACSIS－CAT/ILL関連文献目録（1975～2008）（第1版） 

 

1975年（昭和50年） 

[1975/00/An] 安西郁夫「逐次刊行物所蔵リスト作成システム」，『Library and Information Science』，

no.13，1975，p89-96. 

[1975/00/Ho] 細野公男「電子計算機システムの変更が図書館機械化システムに与える影響」，『Library and 

Information Science』，no.13，1975，p97-107. 

[1975/00/Ko] 小林胖「目録における漢字取り扱いの問題」，『Library and Information Science』，no.13，

1975，p47-66. 

[1975/00/Ku] 倉橋英逸「<講習会>アメリカにおける大学図書館の機械化」，『東海地区大学図書館協議会誌』，

通号20，1975，p43-. 

[1975/00/Sa] 桜井宣隆「図書館機械化論序章」，『図書館短期大学紀要』，No.3,1975，p43-56. 

[1975/01/Sh] 島内武彦「（第4章）学術情報センターと学術情報体制」，『巨大学術情報システム/北川敏男，

島内武彦編』，東京大学出版会,1975.01，p63-70. 

[1975/03/Ku] 熊谷紀男「学術雑誌総合目録自然科学欧文編の編集について（特集：図書館と情報の機械化）」，

『医学図書館』，vol.22，no.1，1975.03，p5-10. 

[1975/03/Sa] 坂本徹朗「学術雑誌総合目録自然科学欧文編の製作について（特集：図書館と情報の機械化）」，

『医学図書館』，vol.22，no.1，1975.03，p11-14. 

[1975/03/Sa] 沙藤隆茂「学術雑誌総合目録自然科学欧文編の作成について（特集：図書館と情報の機械化）」，

『医学図書館』，vol.22，no.1，1975.03，p1-3. 

[1975/06/Fu] 福井妙子「整理業務の省力化を（私のデスクから）」，『大学図書館研究』，No.17，1975.06，

p49-50. 

[1975/06/Ku] 繰田智晴「転換期の目録作業（私のデスクから）」，『大学図書館研究』，No.17，1975.06，p50-51. 

[1975/06/Ma] 丸山昭二郎，平野美恵子「ドイツにおける総合目録を中心とした図書館協力事業：その歴史

と現状；1：第2次世界大戦まで」，『参考書誌研究』（国立国会図書館），通号11，1975.06，p1-7. 

[1975/09/Is] 石川徹也「図書館業務の機械化を進めるために（特集：図書館の機械化）」，『図書館雑誌』，

vol.69，no.9，1975.09，p410-413. 

[1975/11/Mi] 三浦迪彦「文部省監修『学術雑誌総合目録』地域版について」，『北海道図書館研究会会報』，

no.25,1975.11，p34-45. 

[1975/11/Ni] 似鳥正吾「『学術雑誌総合目録自然科学編1975年版』の発行によせて」，『北海道図書館研究

会会報』，no.25,1975.11，p32-33. 

[1975/12/Sa] 坂本徹朗「学術雑誌総合目録自然科学欧文編の製作過程（特集：大学図書館とインフォメー

ション・サービス：文部省主催「昭和50年度大学図書館職員長期研修」：コンピュータによる書誌作成）」，

『学術月報』，vol.28，no.9,1975.12，p627-633. 

[1975/12/Sa] 沙藤隆茂「学術雑誌総合目録自然科学欧文編1975年版の刊行について（特集：大学図書館

とインフォメーション・サービス：文部省主催「昭和50年度大学図書館職員長期研修」：コンピュータ

による書誌作成）」，『学術月報』，vol.28，no.9,1975.12，p619-621. 

[1975/12/Ue] 上田修一「学術雑誌総合目録自然科学欧文編の編集について（特集：大学図書館とインフォ

メーション・サービス：文部省主催「昭和50年度大学図書館職員長期研修」：コンピュータによる書誌

作成）」，『学術月報』，vol.28，no.9,1975.12，p622-627. 

1976年（昭和51年） 

[1976/00/Ho] 細野公男「日本における図書館機械化の特徴（[慶応義塾大学文学部図書館・情報学科]創立

二十五周年記念特集号）」，『Library and Information Science』，no.14，1976，p211-227. 

[1976/00/Na] 中村初雄「総合目録編成試稿（[慶応義塾大学文学部図書館・情報学科]創立二十五周年記念



 

特集号）」，『Library and Information Science』，no.14,1976，p37-54. 

[1976/01/Sa] 寒川登「「学術雑誌総合目録自然科学欧文編 75」に関する疑問点」，『図書館界』，vol.27，

no.4，1976.01，p124-125. 

[1976/03/Ao] 青木静江「群馬大学附属図書館の機械処理システム；2：受入業務（図書）」，『大学図書館研

究』，No.18，1976.03，p79-85. 

[1976/03/Gu] 郡司良夫「目録をつくりながら（私のデスクから）」，『大学図書館研究』，No.18，1976.03，

p128-129. 

[1976/03/In] 井上康博，関篤「東京工業大学における図書館業務の電算化（その2）」，『大学図書館研究』，

No.18，1976.03，p32-53. 

[1976/03/Ka] 柿沼正男，酒井豊，小山内富子，金子豊，丸谷洽一「東京大学総合図書館における目録業務

の機械化を探って」，『大学図書館研究』，No.18，1976.03，p86-92. 

[1976/03/Ma] 丸山昭二郎，平野美恵子「ドイツにおける総合目録を中心とした図書館協力事業：その歴史

と現状；2：第2次世界大戦後」，『参考書誌研究』（国立国会図書館），通号12，1976.03，p1-10. 

[1976/05/Ho] 堀込静香「日本における情報検索電算化の実施例：（付）参考文献」，『図書館界』，28(1)，

1976.05，p17-26. 

[1976/08/Hy] 兵永朗，河村宏「大学図書館における合理化：目録の機械化の問題点」，『大図研論文集』，

no.5・6，1976.8，p65-86. 

[1976/09/Su] 杉村優，石井啓豊「図書館における機械化（昭和40年代における図書館・図書館学の進歩：

<第150号（[日本図書館研究会]30周年）記念特集>―図書館活動），『図書館界』，28（2・3），1976.09，

p96-101. 

[1976/09/Ue] 植田喜久次「全国的な目録情報サービスと各館の目録の関係：市民図書館の立場から（特集：

全国的目録情報サービスと図書館）」，『現代の図書館』，14(3)，1976.09，p107-111. 

[1976/09/Wa] 和田吉人[ほか]「誌上フォーラム（特集：全国的目録情報サービスと図書館）」，『現代の図

書館』，14(3)，1976.09，p128-134. 

[1976/12/Ta] 田中久文「大学図書館機械化の現状と問題点（特集：日本における大学図書館の現状と問題

点）」，『現代の図書館』，14(4)，1976.12，p162-170. 

1977年（昭和52年） 

[1977/00/As] 浅野次郎「国立大学図書館機械化のあゆみ：図書館機械化調査研究班の活動を中心に」，

『Library and Information Science』，no.15，1977，p97-105. 

[1977/00/Na] 長澤雅男「過渡期における図書総合目録」，『Library and Information Science』，no.15，

1977，p1-14. 

[1977/00/Ue] 上田修一「相互貸借のための中央図書館：構想案と諸問題」，『Library and Information 

Science』，no.15,1977，p67-84. 

[1977/04/Ma] 松井幸子「書誌情報の共同利用ファイルの作成：重複文献同定の技法について」，『ドクメン

テーション研究』，vol.27，no.4,1977.04，p157-170. 

[1977/06/Ta] 田村貴代子，内藤衛亮，丸山昭二郎「UNIMARC：その成立と将来」，『びぶろす』（国立国会図

書館図書館協力部），28(6)，1977.06，p121-129. 

[1977/07/Ho] 堀込静香「全国版データ利用の雑誌目録（KWIC索引つき）の作成：千葉大学学術雑誌総合

目録自然科学欧文編1976年」，『ドクメンテーション研究』，vol.27，no.7,1977.07，p297-305. 

[1977/07/Mo] 文部省学術国際局情報図書館課「学術情報政策の現状と課題（特集：学術情報）」，『文部時

報』，1202，1977.07，p60-64. 

[1977/07/Ts] 津田良成・解説「わが国の学術情報システムの現状（特集：学術情報）」，『文部時報』，1202，

1977.07，p49-54. ＊1970年代前半のわが国の学術情報流通の状況。 

[1977/07/Um] 梅棹忠夫「学術情報における流通と蓄積（特集：学術情報）」，『文部時報』，1202，1977.07，

p2-8.  



 

[1977/07/Yu] 湯川泰秀，渡辺格，吉村融，餌取章男；手塚晃（司会）「（座談会）学術情報と国民生活（特

集：学術情報）」，『文部時報』，1202，1977.07，p9-24. ＊1970年代前半のわが国の学術情報流通の状

況。 

[1977/12/Is] 石井啓豊「東京学芸大学図書館業務機械化システム：専用機による図書館電算化の最近の事

例（<特集>大学と学術情報：新しい図書館電算化のモデル）」，『学術月報』，30(9)，1977.12，p688-693. 

[1977/12/Ka] Kaltwasser,F.G.；永田治樹，牧村正史訳「ドイツ語圏における新しい目録規則（RAK）につ

いて；1（<特集>目録の機械化）」，『現代の図書館』，15(4)，1977.12，p246-252. 

[1977/12/Mo] 森岡祐二，板垣護人「広島大学附属図書館の機械化業務（<特集>大学と学術情報：新しい図

書館電算化のモデル）」，『学術月報』，30(9)，1977.12，p683-688. 

1978年（昭和53年） 

[1978/01/It] 板寺一太郎「海外発行文献の複写入手方法（実践ノート）」，『図書館界』，Vol.29，No.5,1978.01，

p207-213. 

[1978/03/Ch] 千原秀昭「学術情報システムの現状と展望」，『科学』（岩波書店），48(3),1978.03，p130-138. 

[1978/03/Ka] Kaltwasser,F.G.；永田治樹，牧村正史訳「ドイツ語圏における新しい目録規則（RAK）につ

いて；2」，『現代の図書館』，16(1)，1978.03，p49-56. 

[1978/03/Ma] 丸山泰通「日本における「全国総合目録」沿革ノート」，『図書館研究シリーズ』（国立国会

図書館図書館研究所），no.19,1978.03，p1-100. 

[1978/03/Te] 寺田瑛子「科学技術関係欧文雑誌総合目録について」，『図書館研究シリーズ』（国立国会図

書館図書館研究所），no.19,1978.03，p117-138. 

[1978/03/Yo] 米村隆二「オーストラリアの全国総合目録」，『図書館研究シリーズ』（国立国会図書館図書

館研究所），no.19,1978.03，p101-116. 

[1978/04/Na] 内藤衛亮「MARC：その意義と利用形態について」，『ドクメンテーション研究』，28(4)，1978.04，

p129-142. 

[1978/05/Ma] 丸山泰通，本庄久世「新収洋書総合目録：国立国会図書館の総合目録」，『科学技術文献サー

ビス』（国立国会図書館），no.49,1978.05，p44-50. 

[1978/05/Ta] 高橋徳太郎「国立国会図書館のMARC計画，印刷カード事業について（第19回[日本図書館

研究会]研究大会特集：目録情報サービスの発展のために：印刷カードを中心に（シンポジウム））」，『図

書館界』，30(1)，1978.05，p9-11. 

[1978/05/Un] 宇野弘純「国外機関への文献複写申込業務：支払い手続きに関して」，『大学図書館研究』（学

術文献普及会），No.12，1978.05，p36-41. 

[1978/06/Ko] 国立大学図書館協議会図書館機械化調査研究班編『図書館機械化調査研究班報告書』，

1978.06，137p. ＊国立大学図書館協議会「総会資料；no.25-2」 

[1978/08/In] 猪瀬博「学術情報システムの構築（巻頭言）（特集：海外における学術情報の現状と将来―

日英図書館学・情報科学セミナー 報告）」，『学術月報』，Vol.31，no.5,1978.08，p291. 

[1978/08/Ma] 松村多美子，坂本徹朗，上田修一「我が国における学術雑誌の現況（科学研究の動向）」，『学

術月報』，Vol.31，no.5,1978.08，p333-342. 

[1978/11/Fu] 藤津滋生「冊子洋書総合目録：大学におけるその自家作成方法」，『図書館界』，vol.30，no.4，

1978.11，p151-154. 

[1978/11/Fu] 藤原鎮男「特定研究「大学図書館における情報処理トータルシステムの開発」について」，

『東京大学情報図書館学研究センターニュース』，(2)，1978.11，p4-8. ＊大学図書館の機械化，MARC

研究，学術雑誌総合目録編集。 

[1978/11/Sh] 柴田正美「「学術雑誌総合目録人文・社会科学欧文編」の編集について；その(2)：参加予定

機関」，『東京大学情報図書館学研究センターニュース』，(2)，1978.11，p2-3. 

[1978/12/Ha] 原田悟「学術雑誌総合目録東海地区版の編纂について：電算ベースでのローカルネットに向

けて（私立大学図書館協会第38回（昭和53年度）総大会・研究会記録）―（研究発表）」，『私立大学図



 

書館協会会報』，通号71，1978.12，p48-58. 

1979年（昭和54年） 

[1979/00/Wa] 渡部満彦「オンライン分担目録作業の実際：OCLC,Inc.の事例から」，『Library and 

Information Science』，no.17，1979，p33-50. 

[1979/02/Ha] 原田悟「学術雑誌総合目録東海地区版の編集について：電算機ベースでのローカルネットに

向けて」，『情報管理』，21(11)，1979.02，p830-838. 

[1979/03/Ko] 国立大学図書館協議会図書館機械化調査研究班編（田中久文ほか執筆）『大学図書館の機械

化』（紀伊国屋書店），1979.03，v,205p. ＊『図書館機械化調査研究班報告書』（1978.6） 

[1979/03/Mi] 三浦整「反動と機械化への志向（1970-76）（我が国における印刷カード事業の史的考察：今

日的課題への文献レビュー的アプローチ）―（年代的考察）」，『図書館界』，30(6)，1979.03，p212-217. 

[1979/03/Sh] 志保田務「印刷カード事業における国立国会図書館の役割（我が国における印刷カード事業

の史的考察：今日的課題への文献レビュー的アプローチ）―（事項別考察）」，『図書館界』，30(6)，1979.03，

p233-239. 

[1979/03/Ya] 山田伸枝「国際的標準化と新しい波（1977-1978）（我が国における印刷カード事業の史的考

察：今日的課題への文献レビュー的アプローチ）―（年代的考察）」，『図書館界』，30(6)，1979.03，p240-245. 

[1979/03/Ya] 山田伸枝編「印刷カードに関する文献目録（我が国における印刷カード事業の史的考察：今

日的課題への文献レビュー的アプローチ）」，『図書館界』，30(6)，1979.03，p240-245. 

[1979/03/Ya] 山下信「国立大学図書館をめぐる印刷カードの諸問題（我が国における印刷カード事業の史

的考察：今日的課題への文献レビュー的アプローチ）―（事項別考察）」，『図書館界』，30(6)，1979.03，

p225-228. 

[1979/05/In] 井上如「相互協力における総合目録の役割(第1回情報図書館学シンポジウム発表；5)，『東

京大学情報図書館学研究センターニュース』，(3)，1979.05，p10-12. 

[1979/05/Sh] 柴田正美「「学術雑誌総合目録人文・社会科学欧文編」の編集について；その(3)：予備版の

作成，報告データ量」，『東京大学情報図書館学研究センターニュース』，(3)，1979.05，p1-5. 

[1979/06/Id] 井出翕「学術情報システムの方向と大学図書館の役割：図書館業務をどう変革してゆくべき

か（<特集>図書館業務のシステム化），『図書館雑誌』，73(6)，1979.06，p300-302. 

[1979/06/Ma] 松浦正，門田泰典，藤原忠「国立大学等図書館間相互における文献複写業務の改善について

（<特集>図書館業務のシステム化），『図書館雑誌』，73(6)，1979.06，p290-294. 

[1979/06/Sh] 柴田正美「大学図書館における情報処理トータルシステムの開発について（図書館の目）」，

『現代の図書館』，17(2)，1979.06，p133-134. 

[1979/07/Sh] 柴田正美「「学術雑誌総合目録人文・社会科学欧文編」の編集について；その(4)：データの

受領とチェック作業」，『東京大学情報図書館学研究センターニュース』，(4)，1979.07，p1-4. 

[1979/08/Ok] 岡本總吾「学術情報システムの整備を期待して（特集：学術情報とコンピュータ）」，『学術

月報』，32(5)，1979.8，p291. 

[1979/08/Mo] 文部省学術国際局情報図書館課「今後における今後の学術情報システムの在り方について

（中間報告）の概要（資料）（特集：学生生活と大学図書館）」，『厚生補導』，通号158，1979.08，p55-64. 

[1979/08/To] 遠山敦子「学術情報システムの構成（特集：学術情報とコンピュータ）」，『学術月報』，32(5)，

1979.08，p294-298 

[1979/09/Ch] 千原秀昭[ほか]「<座談会>これからの我が国の学術情報システムについて（特集：高等教育

の計画的整備/学術情報）」，『文部時報』，1228，1979.09，p35-48. 

[1979/09/Mo] 文部省学術国際局情報図書館課「今後における今後の学術情報システムの在り方について

（中間報告）の概要（特集：高等教育の計画的整備/学術情報）」，『文部時報』，1228，1979.09，p61-65. 

[1979/09/Na] 永田治樹「ISBD(A)について」，『現代の図書館』，17(3)，1979.09，p165-170. 

[1979/09/Ts] 津田良成「学術情報システムと大学図書館（特集：高等教育の計画的整備/学術情報）」，『文

部時報』，1228，1979.09，p49-54. 



 

[1979/12/Ta] 田中久文「学術審議会「今後の学術情報システムの在り方について」（中間報告）の大学図

書館に対して持つ意義（図書館の目）」，『現代の図書館』，17(4)，1979.12，p230-231. 



 

1980年（昭和55年） 

[1980/00/Ma] 牧村正史，上田修一，中山和彦「MARCファイルの統合とオンライン目録用データベース化」，

『Library and Information Science』，no.18，1980，p59-76. 

[1980/01/Ga]◎学術審議会『今後における学術情報システムの在り方について（答申）』，1980.01 

[1980/01/Ga] 学術審議会「今後の学術情報システムの在り方について（答申）」，『学術月報』，32(11)，

1980.02，p724-751. 

[1980/01/Ho] 星野雅英，宮澤彰，田嶋一夫「逐次刊行物目録作成システム；システム編」，『ドクメンテー

ション研究』，30(1)，1980.01，p2-11. 

[1980/01/Ka]◎鹿児島大学附属図書館業務電算化ワーキンググループ編著『鹿児島大学附属図書館「図書

館オンライン処理システム」：システム概要』，鹿児島大学附属図書館，1980.01，45p. 

[1980/02/To] 遠山敦子「学術情報システムの構成」，『学術月報』，32(11)，1980.02，p294-298. 

[1980/03/Ka] 金子豊「大学図書館と学術情報システム計画（アゴラ）」，『図書館学会年報』，26(1)，1980.03，

p45-48. 

[1980/03/Ko] 国立国会図書館総務部電子計算課「国立国会図書館における業務機械化の歩み：総務部電子

計算課の業務を中心として」，『図書館研究シリーズ』（国立国会図書館図書館研究所），no.21,1980.03，

p1-397. 

[1980/03/Mi] 宮澤彰「MARCフォーマットと書誌データ表現」，『国文学研究資料館紀要』，6号,1980.03，

p97-110. 

[1980/03/Na] 永田治樹「書誌単位と書誌レベル：目録作業のための覚え書」，『図書館学会年報』，26(1)，

1980.03,p1-9. 

[1980/04/Mo] 森田一子「OCLCの周辺と日本（アメリカにおける図書館の機械化：特別セミナー報告）」，『ド

クメンテーション研究』，30(4)，1980.04，p170-173. 

[1980/04/Sh] 柴田正美「編集作業、愈々大詰めに：「学術雑誌総合目録 人文社会科学欧文編」」，『東京大

学情報図書館学研究センターニュース』，(5)，1980.04，p1-2. 

[1980/04/Us] 牛島悦子「OCLCの活動（アメリカにおける図書館の機械化：特別セミナー報告）」，『ドクメ

ンテーション研究』，30(4)，1980.04，p169-170. 

[1980/05/Ma] 松村多美子「大学図書館の共同機械化：SWALCAPシステム」，『大学図書館研究』，

（ISSN03860507），No.16，1980.05，p20-31. 

[1980/05/Ur] 浦野芳[ほか]「鹿児島大学附属図書館のコンピュータについて」，『ドクメンテーション研究』，

30(5)，1980.05，p195-203. 

[1980/06/Ho] 堀込静香「大学図書館業務における機械処理の通覧（<特集>図書館の機械化：電算機導入の

現状と展望）」，『現代の図書館』，18(2)，1980.06，p74-79. 

[1980/06/Ko]◎国立大学図書館協議会総会図書館相互協力調査研究班『国立大学間における図書館相互利

用制度の整備について：第27回（昭和54年度図書館相互協力調査研究班報告），1980.06，15p. 

[1980/06/Ma] 丸山昭二郎「図書館機械化の将来，標準化，ネットワーク（図書館の目）」，『現代の図書館』，

18(2)，1980.06，p72-73. 

[1980/06/Ma] 丸山泰通[ほか]「オンライン書誌情報ネットワークと国立国会図書館（<特集>図書館の機械

化：電算機導入の現状と展望）」，『現代の図書館』，18(2)，1980.06，p89-99. 

[1980/06/Ue] 植田喜久治「コンピュータによるカナ目録（<特集>図書館の機械化：電算機導入の現状と展

望）」，『現代の図書館』，18(2)，1980.06，p62-66. 

[1980/08/Ma] 松村多美子「変りゆく図書館目録；1」，『ドクメンテーション研究』，30(7)，1981.07，p310-316. 

[1980/07/Su] 諏訪敏幸「国の学術情報政策と大学図書館の機械化：現場の実務担当者から見て（<特集>

研究図書館）」，『日本の科学者』，15(7)，1980.07，p381-384. 

[1980/08/It] 伊東節子「相互貸借における機械化」，『医学図書館員セミナー論文集』，Vol.6（第6回），

1980.08. 



 

[1980/08/Ma] 松村多美子「変りゆく図書館目録；2」，『ドクメンテーション研究』，30(8)，1981.08，p372-379. 

[1980/08/Ya] 山本千津子「洋書総合目録における目録カードの役割：目録の標準化ついて」，『医学図書館

員セミナー論文集』，Vol.6（第6回），1980.08.  

[1980/09/Ic] 市古貞次「古典籍総合目録作成事業について」，『国文学研究資料館報』，no.15，1980.09，

p1-2. 

[1980/09/Ko] [国文学研究資料館]整理閲覧室「古典籍総合目録の作成について」，『国文学研究資料館報』，

no.15，1980.09，p2-3. 

[1980/09/Ma] 丸山昭二郎「ネットワークと典拠コントロール」，『びぶろす』（国立国会図書館図書館協力

部），31(9)，1980.09，p198-207. 

[1980/09/Na] 中山和彦，上田修一「ワシントン図書館ネットワークのオンライン目録システム」，『ドクメ

ンテーション研究』，30(9)，1981.09，p372-379407-414. 

[1980/10/Ho] 星野雅英，宮澤彰，田嶋一夫「逐次刊行物目録作成システム」，『ドクメンテーション研究』，

30(1)，1980.10，p2-11. 

[1980/10/Mi] 宮内省司，塩見広子「図書館蔵書目録作成の機械化：そのいくつかの問題点」，『中部工業大

学紀要．B』，15・16，1980.10，p87-92. 

[1980/10/Sh] 柴田正美「「学術雑誌総合目録 人文社会科学欧文編」編集経過の概要」，『東京大学情報図書

館学研究センターニュース』，(6)，1980.10，p1-3. 

[1980/10/Sh] 柴田正美「「学術雑誌総合目録人文・社会科学欧文編」データベースの編集を終えて」，『大

学図書館研究』，no.17，1980.10，p35-52. 

[1980/10/Te] 寺村由比子「全国相互貸借システム；1：モデル研究の紹介」，『びぶろす』（国立国会図書館

図書館協力部），31(10)，1980.10，p218-230. 

[1980/11/Ho] 堀込静香「参考文献案内：雑誌総合目録」，『書誌索引展望』，4(4)，1980.11，p40-43. 

[1980/12/Te] 寺村由比子「全国相互貸借システム；2：各国の現状1」，『びぶろす』（国立国会図書館図書

館協力部），31(12)，1980.12，p280-291. 

1981年（昭和56年） 

[1981/00/Od] 小田泰正「<論説>学術情報システムと大学図書館」，『東海地区大学図書館協議会誌』，通号

26，1981，p14-. 

[1981/01/Ha] 羽賀啓子「ISBDを採用した対話型整理システム」，『図書館界』，32(5)，1981.01，

p171-178,185,203. 

[1981/01/Ma] 丸山昭二郎「国際MARCネットワークの方向」，『科学技術文献サービス』（国立国会図書館専

門資料部），通号55，1981.01，p11-10. 

[1981/02/Ka] 加藤恭輔「図書館の機械化」，『中京大学図書館学紀要』，2，1981.02，p47-63. 

[1981/03/Da]◎大学図書館研究集会記録編集委員会編『学術情報の流通とレファレンス・サービス』，日本

図書館協会大学図書館部会，1981.03，31p. ＊国公私立大学図書館協力委員会との共同刊行。発売：学

術文献普及会。会場：横浜市開港記念，昭和55年9月18日～19日。 

[1981/03/Fu] 福島寿男「NDLにおける「郵送による図書館貸出」の特徴と問題点（<特集>国立国会図書館

における利用の現状と問題点；１）」，『図書館研究シリーズ』（ISSN:04541960），通号22，1981.03，p27-63. 

[1981/03/Ho] 宮澤彰，星野雅英「漢字データ処理の基礎的なソフトウェア（漢字・言語処理）」，『情報科

学技術研究集会発表論文集』，第17回（1980年），1981.03. ＊1980年10月23日～24日 大阪科学技

術センター。 

[1981/03/Ka] 河口澄子「一次情報サブシステムの整備：雑誌の選定・収集（医学情報サービスと学術情報

流通システム）」，『医学図書館員セミナー論文集』，Vol.7（第 7回），1981.03. ＊副書名：「80年代の

医学情報活動」 

[1981/03/Ok] 奥山智子「医学図書館の将来と総合目録」，『医学図書館員セミナー論文集』，Vol.7（第 7

回），1981.03，p1-17.  ＊副書名：「80年代の医学情報活動」 



 

[1981/03/Oo] 大口欣一「郵送申込みによる複写の利用状況（<特集>国立国会図書館における利用の現状と

問題点；１）」，『図書館研究シリーズ』（ISSN:04541960），通号22，1981.03，p133-152. 

[1981/03/Sh] 柴田正美「集まりました！88000タイトル!!：学術雑誌総合目録欧文編更新作業」，『東京大

学情報図書館学研究センターニュース』，(7)，1981.03，p2-3. 

[1981/04/Ha] 長谷川邦男「目録の機械化：Japan MARCに言及して（分類・目録）」，『医学図書館員研究集

会論文集』，Vol.15（第15回），1981.04. 

[1981/04/Ic] 市川惇信「わが国における学術情報システム計画」，『計測と制御』，20(4)，1981.04,p419-430. 

[1981/04/Ne] 根岸正光，井上如，柴田正美，藤原鎮男「学術雑誌総合目録人文・社会科学欧文編データベ

ースにおける誌名変遷状況の計量分析：グラフ理論的接近」，『ドクメンテーション研究』，31(4)，1981.04，

p149-160. 

[1981/04/Sh] 下原康子「目録の機械化と目録係（分類・目録）」，『医学図書館員研究集会論文集』，Vol.15

（第15回），1981.04. 

[1981/06/Te] 寺村由比子「全国相互貸借システム；2：各国の現状2」，『びぶろす』（国立国会図書館図書

館協力部），32(6)，1981.06，p238-246. 

[1981/08/Da]「第2回大学図書館研究集会：新しい学術情報システムと大学図書館」，『ドクメンテーショ

ン研究』，31(8)，1981.08，p355. 

[1981/08/Mi] 宮本明雄，勝俣好次，内藤英雄「東京工業大学附属図書館逐次刊行物データベースシステム

（TIPSY）の設計」，『ドクメンテーション研究』，31(8)，1981.08，p321-330. 

[1981/09/Ta] 田中久文「学術情報システム計画とその後（図書館の目）」，『現代の図書館』，19(3)，1981.09，

p156-157. 

[1981/10/To] 東京大学情報図書館学研究センター「学術雑誌総合目録データベースの動向」，『東京大学情

報図書館学研究センターニュース』，(8)，1981.10，p2-3,12. 

[1981/11/Sh] 柴田正美「「学術雑誌総合目録人文・社会科学欧文編」データベースのその後：国立大学図

書館協議会賞受賞にあたって（昭和56年度国立大学図書館協議会受賞者・内容紹介）」，『大学図書館研

究』，no.19，1981.11，p87-88. 

[1981/11/Ya] 山本毅雄「図書館情報大学の情報システム」，『大学図書館研究』，no.19，1981.11，p11-17. 

[1981/11/Ya] 山内みを「書誌記述とMARCの相互関連と最近の動き」，『大学図書館研究』，no.19，1981.11，

p26-35. 

1982年（昭和57年） 

[1982/00/In] 井上如「総合目録と専門図書館（昭和57年度専門図書館協議会全国研究集会<特集>：第二

分科会 総合目録），『専門図書館』，通号90，1982，p16-20. 

[1982/00/Su] 鈴木徳三「『國書總目録』にみる文献の蓄積」，『出版研究』，no.13，1982，p237-253. 

[1982/00/Ue] 上田修一，長島敏樹「JPAN/MARCの UNIMARCとの互換性およびタイムラグ」，『Library and 

Information Science』，no.20，1982，p117-127. 

[1982/01/Na] 永嶺重敏「中世の総合目録とフランシスコ会」，『図書館界』，33(5)，1982.01，p201-209. 

[1982/01/To] 東京大学情報図書館学研究センター「学術雑誌総合目録和文編新版データベース開発（案）」，

『東京大学情報図書館学研究センターニュース』，(9)，1982.01，p1-4. 

[1982/03/An] 安西郁夫，安田博「JAPAN MARCローカル・システム：その設計と運用（研究発表）」，『私立

大学図書館協会会報』，通号77，1982.03，p51-63.  

[1982/03/Ic] 市川惇信「学術情報の流通（特集：学術の国際交流・学術情報システム：国際化する学術研

究）」，『文部時報』，1258，1982.03，p43-49. 

[1982/03/Is] 石山洋「機械可読全国書誌情報」，『東京大学情報図書館学研究センター紀要』，1，1982.03，

p149-151. 

[1982/03/Ko] 光斉重治「「学術情報システム」と医学図書館」，『医学図書館員セミナー論文集』，Vol.8（第

8回），1982.03. 



 

[1982/03/Mo] 文部省学術国際局情報図書館課「学術情報システムの答申とその後の整備状況（学術の国際

交流・学術情報システム<特集>）」，『文部時報』，1258，1982.03，p57-62. 

[1982/03/Od] 小田泰正「JAPAN MARC利用システム：その問題点を中心に（講演）」，『私立大学図書館協会

会報』，通号77，1982.03，p76-87.  

[1982/03/Ta] 田嶋一夫，宮澤彰，中島保行「漢字情報処理システム運用上の課題：JIS漢字の出現状況と

その問題点（漢字情報と字種）」，『情報科学技術研究集会発表論文集』，第18回（1981年），1982.03. ＊

1981年10月22日～23日 全共連ビル（東京）。 

[[1982/03/Ta] 田中信行「学術情報システムは必要か（特集：学術の国際交流・学術情報システム：国際

化する学術研究）」，『文部時報』，1258，1982.03，p37-42. 

1982/04/Ma] 増田幸子「機械化に関する雑感（全般）」，『医学図書館員研究集会論文集』，Vol.16（第 16

回），1982.04. 

[1982/04/Mu] 武藤哲郎「図書館の機械化について（その他）」，『医学図書館員研究集会論文集』，Vol.16

（第16回），1982.04. 

[1982/04/Ta] [短期大学図書館協会]「学術雑誌総合目録人文科学和文編（改訂版）への短期大学図書館所

蔵雑誌収録方に関する要望：短期大学図書館所蔵雑誌の学術雑誌総合目録収録について（依頼）」，『図書

館雑誌』，76(4)，1982.04，p220. 

[1982/05/Ba] 坂東瑞昭「千里システム：国立民族学博物館情報処理システム中間報告」，『大学図書館研究』，

20，1982.05，p54-70. 

[1982/05/Is] 石川亮[ほか]「TULIPSの概要とその基盤としてのDBMS」，『大学図書館研究』，20，1982.05，

p36-48. 

[1982/05/Ni] 二宮純恭[ほか]「図書館トータルシステムの電算化について（北部九州地区国立６大学図書

館ネットワークシステム中間報告）」，『大学図書館研究』，20，1982.05，p22-35. 

[1982/05/Sa] 斎藤友子「タナック・カード・セレクター利用による目録システム」，『大学図書館研究』，

20，1982.05，p95-103. 

[1982/06/Fu] 福島寿男「MARCデータベースにおける CIPの役割」，『図書館学会年報』，28(2)，1982.06，

p89-91. 

[1982/06/Ok] 岡田靖「図書の整理に関する調査報告」，『現代の図書館』，Vol.20，No.2，1982.06，p111-128. 

[1982/06/Su] 杉山時之「アメリカの図書館機械化に学ぶ」，『国立国会図書館月報』，通号 255，1982.06，

p2-9. 

[1982/06/To] 板橋瑞夫（昭和大学図書館）「医学雑誌総合目録第7版編集を前に：医学雑誌総合目録，現

行医学雑誌所在目録，医学洋書総合目録の関連について」，『医学図書館』，29(2)，1982.06，p166-170. 

[1982/06/To] 冨木陽子「図書目録の機械化処理へのワン・ステップ」，『医学図書館』，29(2)，1982.06，

p154-165. 

[1982/08/An] 安蒜英夫（東京理科大学）「学術雑誌総合目録と地区ネットワーク（第13回センター研究会

パネル報告；4），『東京大学情報図書館学研究センターニュース』，(11)，1982.08，p12. 

[1982/08/Da]◎大学図書館研究集会記録編集委員会編『新しい学術情報システムと大学図書館：大学図書

館研究集会記録；第2回』，日本図書館協会大学図書館部会，1982.08，66p. ＊国公私立大学図書館協力

委員会との共同刊行。発売：学術文献普及会。会場：国立婦人教育会館（嵐山），昭和56年9月15日～

17日。内容：「学術情報システムと大学図書館（基調講演1）」（市川惇信），「大学図書館は学術情報シス

テムの中でどう変わるか（基調講演2）」（田中久文） 

[1982/08/Ue] 石井啓豊「学術雑誌総合目録と地区ネットワーク（第13回センター研究会パネル報告；2），

『東京大学情報図書館学研究センターニュース』，(11)，1982.08，p11. 

[1982/08/Ne] 永田治樹「学術雑誌総合目録和文編新版データベースの編集方針（第13回センター研究会

パネル報告；3），『東京大学情報図書館学研究センターニュース』，(11)，1982.08，p8-9. 

[1982/08/Ne] 根岸正光「学術雑誌総合目録データベース・オンライン検索システムTOOL-ULPの開発」，『東



 

京大学情報図書館学研究センターニュース』，(11)，1982.08，p1-7. 

[1982/08/Ue]上田修一「学術雑誌総合目録と学術情報センターシステム（第13回センター研究会パネル報

告；2），『東京大学情報図書館学研究センターニュース』，(11)，1982.08，p9-11. 

[1982/09/Fu] 福島寿男「JAPAN MARCのタイム・ラグ」，『図書館学会年報』，28(3)，1982.09，p127-130. 

[1982/09/Is] 石山洋「北米におけるオンライン目録を閲覧用目録に採用している図書館」，『図書館学会年

報』，28(3)，1982.09，p142. 

[1982/09/Ka] 梶浦武彦「総合目録に関する要望と問題点（昭和 57年度専門図書館協議会全国研究集会<

特集>：第二分科会 総合目録），『専門図書館』，通号90，1982.09，p26-29. 

[1982/09/Na] 内藤衛亮，宮澤彰「書誌情報の標準化と作成における問題点（[専門図書館協議会]昭和 57

年度全国研究集会<特集>：第三分科会 書誌記述の標準化），『専門図書館』，通号90，1982.09，p30-33. 

[1982/10/Ko] 国際図書館連盟世界書誌コントロール国際事務局編；豊田淳子訳「全国書誌作成機関及び全

国書誌のためのガイドライン」，『図書館研究シリーズ』（ISSN:04541960），通号23，1982.10，p199-274. 

[1982/11/Fu] 福島寿男「JAPAN MARCの評価研究」，『専門図書館』，通号91，1982.11，p60. 

[1982/11/Oo] 大城善盛，宝田育久「学術雑誌総合目録欧文編個別版MTを利用したオンライン・カタログ：

京都産業大学図書館の事例」，『図書館界』，34(4)，1982.11，p277-284. 

[1982/12/Ab] 阿部佳市「東北大学附属図書館（本館）におけるLC-MARCカアード利用の現状と問題点」，

『大学図書館研究』，No.21，1982.12，p75-83. 

[1982/12/Ar] 荒堀幸夫「図書館業務を機械化：利用者用端末機を導入した事例（図書館の目）」，『現代の

図書館』，20(3・4)，1982.12，p214-215. 

[1982/12/Is] 石山洋「IFLA『逐次刊行物総合目録用指針（草案）』について」，『ドクメンテーション研究』，

32(12)，1982.12，p621-626. 

[1982/12/Ka] 兼岩健二（順天堂大学図書館）「「医学洋書総合目録季刊版」の編集と製作」，『医学図書館』，

29(4)，1982.12，p354-363. 

[1982/12/Ku] 久保為武「広島大学附属図書館和書目録システムの概要」，『大学図書館研究』，No.21，1982.12，

p57-68. 

[1982/12/Mu] 胸永等（追手門学院大学図書館）「学術情報システムとは何か：電算化の嵐と大学図書館（特

集：「図基法」状況を考える）」，『季刊としょかん批評』，創刊号，1982.12，p127-135. 

[1982/12/Na] 永田治樹「逐次刊行物総合目録のデータ：学術雑誌総合目録データベース欧文編「統合」補

遺版から和文編新版プロジェクトへの転回において」，『大学図書館研究』，No.21，1982.12，p1-11. 

[1982/12/Ok] 岡部紀夫「豊橋技術科学大学図書館におけるカードレスシステム」，『大学図書館研究』，No.21，

1982.12，p43-56. 

[1982/12/On]○小野周「図書館と総合目録」，『学術体制と大学：講座日本の大学改革；4/大沢勝ほか編』

（青木書店），1982.12，p143-150. 

[1982/12/To] 東京大学情報図書館学研究センター「学術雑誌総合目録和文編新版のための予備調査集計報

告」，『東京大学情報図書館学研究センターニュース』，(13)，1982.12，p1-7. 

[1982/12/To] 東京大学情報図書館学研究センター「学術雑誌総合目録和文編新版データ調査のために」，

『東京大学情報図書館学研究センターニュース』，(13)，1982.12，p8-9. 

[1982/12/Yo] 吉田和夫「学内逐次刊行物の目録作成システム：同志社大学の概要報告」，『大学図書館研究』，

No.21，1982.12，p12-18. 

 

 

1983年（昭和58年） 

[1983/00/Ha] 原田勝，渡辺豊英，坂東瑞昭，小田泰正，荒木雄豪，平木しげ子，今井恒雄「リレーショナ

ル・データベースに基づく学術雑誌総合目録データの分散処理について」，『情報処理学会全国大会講演

論文集』，Vol.27th，No.2，1983，p759-760. 



 

[1983/00/Na]◎名古屋大学附属図書館『名古屋大学附属図書館業務電算処理システム報告書』，名古屋大学

附属図書館，1984，166p. 

[1983/00/Ne] 根岸正光，小澤宏「学術雑誌総合目録データベース・オンライン検索システムTOOL-ULPの

開発」，『東京大学文献情報センター紀要』，第2号，1983，p129-186 

[1983/01/In] 井上正則「同志社大学図書館における目録の電算化」，『大学の図書館』，110，1983.01，

p241-243. 

[1983/01/Ne] 根岸正光「Item13a 学術雑誌（ULP）総合目録データベースの開発（<特集>第41回FID大会

報告）：第41回FID大会発表テーマ要旨」，『ドクメンテーション研究』，33(1)，1983.01，p14. 

[1983/01/Ar] 小田泰正，荒木雄豪，平木しげ子，今井恒雄，石田俊雄，白木正二「JAPAN MARCの利用シ

ステムとその問題点」，『図書館界』，34(5)，1983.01，p299-321. 

[1983/02/Is] 石井啓豊，山城玲子「古典籍を対象とした総合目録における書誌コントロール（特集：増大

する書誌・索引類と図書館）」，『図書館雑誌』，77(2)，1983.02，p95-97. 

[1983/03/In] 猪瀬博，稲田献一，田保橋彬（鼎談）「学術情報システムの展開とその将来（<特集>研究活

動と学術情報システム）」，『文部時報』，1270，1983.03，p8-23. 

[1983/03/Ka] 柿田憲広「医学中央雑誌収載誌目録と医学雑誌総合目録等を比較して見えてきたこと」，『医

学図書館員セミナー論文集』，Vol.9（第9回），1983.03. 

[1983/03/Ko]◎国文学研究資料館整理閲覧部編『和古書目録データベースの形成と著者名典拠ファイル：

「国文学研究資料館蔵和古書目録」作成報告』，国文学研究資料館，1983.03，101p. 

[1983/03/Ku] 倉橋英逸「学術情報システムの進展（今月の話題）」，『図書館雑誌』，77(3)，1983.03，p132-133. 

[1983/03/Mo] 文部省学術国際局情報図書館課「学術情報システムの展開（<特集>研究活動と学術情報シス

テム）」，『文部時報』，1270，1983.03，p47-56. 

[1983/03/Na] 永田清一「わが国における蔵書目録の変遷：その機能と背景」，『実践女子大学文学部紀要』，

25，1983.3，p1-18. 

[1983/03/Ok] 岡本道雄「学術情報システム整備の緊急性（<特集>研究活動と学術情報システム）」，『文部

時報』，1270，1983.03，p4-7. 

[1983/03/Ta] 田嶋一夫「国文学データベース形成と日本語処理上の問題（<特集>研究活動と学術情報シス

テム）」，『文部時報』，1270，1983.03，p31-39. 

[1983/03/Ts] 土屋祥子「目録の機械化について，今，考えること」，『医学図書館員セミナー論文集』，Vol.9

（第9回），1983.03，p97-104. 

[1983/03/Us] 牛田郁子，吉田貴美子，大津憲子，佐野彦麿「洋雑誌総合目録の電算編集（機械化）」，『情

報科学技術研究集会発表論文集』，第 19回（1982年），1983.03. ＊1982年10月21日～22日 名古屋

商工会議所ビル（名古屋）。 

[1983/05/Ho] 堀込静香「文献から見た『センター』の７年：東京大学情報図書館学研究センターをめぐっ

て」，『大学図書館研究』，No.22，1983.05，p160-168. 

[1983/05/In] 井上如「東京大学情報図書館学研究センターこの７年」，『大学図書館研究』，No.22，1983.05，

p148-154. 

[1983/05/Iw] 岩淵泰郎「機械化目録の問題点」，『大学図書館研究』，No.22，1983.05，p43-46. 

[1983/05/Ku] 倉橋英逸（文部省学術情報図書館課専門員）「学術情報システムにおける目録（解説）」，『大

学図書館研究』，No.22，1983.5，p1-8 

[1983/05/Ma] 丸山昭二郎「目録法原則の展開とオンライン目録法：特に英米目録規則の改訂をめぐって」，

『大学図書館研究』，No.22，1983.05，p20-26. 

[1983/05/Mo] 文部省学術国際局情報図書館課「昭和57年度学術情報センターシステム開発調査概要」，『大

学図書館研究』，No.22，1983.05，p170-177. 

[1983/05/Sa] 酒井清彦「横浜国立大学附属図書館の図書受入システム：システムの変遷と現状」，『大学図

書館研究』，No.22，1983.05，p95-100. 



 

[1983/05/Sa] 沢田創「国際基督教大学図書館におけるUTLASの導入」，『大学図書館研究』，No.22，1983.05，

p36-42. 

[1983/05/Sh] 渋川雅俊「コンピュータ・カタロギングへの展望：慶応義塾大学三田情報センターにおける

目録の将来」，『大学図書館研究』，No.22，1983.05，p27-35. 

[1983/05/Ta] 田辺広「目録の基本問題と大学図書館」，『大学図書館研究』，No.22，1983.05，p9-19. 

[1983/05/Ta] 田中久文「情報図書館学研究センターの活動をふりかえって：一つの側面から」，『大学図書

館研究』，No.22，1983.05，p155-159. 

[1983/05/To] 図書館情報大学附属図書館図書館業務機械化検討ワーキング・グループ「図書館情報大学附

属図書館における業務の機械化；１：貸出・返却システム」，『大学図書館研究』，No.22，1983.05，p86-94. 

[1983/06/Da]◎大学図書館研究集会記録編集委員会編『学術情報流通と大学図書館情報システム：大学図

書館研究集会記録；第3回』，日本図書館協会大学図書館部会，1983.06，87p. ＊国公私立大学図書館協

力委員会との共同刊行。発売：学術文献普及会。 

[1983/06/Hn] H.N.「学術雑誌総合目録和文編新版データベース作成のための全国調査」，『ドクメンテーシ

ョン研究』，33(6)，1983.06，p272. 

[1983/06/Ka] 河村宏「『学術情報システム』関係文献：大学図書館の発展か解体か」，『出版ニュース』，1290，

1983.06. 

[1983/06/Ko] 国分信「学術情報システムと大学図書館：研究情報提供システム革新への胎動（『金融経済』

創刊200号記念号）」，『金融経済』，（通号200），1983.06，p463-494. 

[1983/06/Ma] 松井博「学術情報システムの評価をめぐって：山川夏雄氏らの批判に答える」，『大学の図書

館』，2(3)，1983.06. 

[1983/06/To] 冨木陽子「オンライン目録へのはるかなみちのり」，『医学図書館』，30(2)，1983.06，p209. 

[1983/07/Ga]◎学術情報システムを考える集会実行委員会編『コンピュータ･大学・図書館：学術情報シス

テムを考える集会（1984.4.30）報告集』，茨木：学術情報システムを考える集会実行委員会，1983.07，

52p. ＊付：参考文献 

[1983/07/Ya] 山川夏雄「学術情報システムを撃つ」，『大学論通信』，113，1983.07. 
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[1987/10/Mi]○宮澤彰「書誌ユティリティと目録作成」，『論集・図書館学研究の歩み；第７集：図書館目

録の現状と将来/日本図書館学会研究委員会編』，日外アソシエーツ，1987.10，p90-103 

[1987/10/Oo]○大城善盛「図書館における書誌コントロール：目録の機能」，『論集・図書館学研究の歩み；

第７集：図書館目録の現状と将来/日本図書館学会研究委員会編』，日外アソシエーツ，1987.10. 

[1987/10/Sa]○斎藤泰則「オンライン閲覧目録の現状と課題」，『論集・図書館学研究の歩み；第７集：図

書館目録の現状と将来/日本図書館学会研究委員会編』，日外アソシエーツ，1987.10. 

[1987/10/Sh] 志保田務「書誌階層関係概念理解のカテゴリーを求めて」，『整理技術研究』，24，1987.10，

p49-57. 

[1987/11/Ga] 学術情報センター目録情報課「目録システムの仕様改訂について」，『オンライン・システム

ニュースレター』，No.10，1987.11.12. ＊「書誌構造の２階層化」のシステム改訂に伴い，「総合目録

データベース書誌構造調査（10月29日現在）」を実施しその結果を紹介。 

[1987/11/Ga] 学術情報センター目録情報課「RDB1目録システムの運用について」，『オンライン・システ

ムニュースレター』，No.10，1987.11.12. ＊昭和62年11月4日から運用開始。 

[1987/11/In] 井上如「学術情報システムの話」，『図書館雑誌』，81(11)，1987.11，p677-679. 

[1987/12/Bu]◎バーガー，ロバート H(Burger,Robert H.),松井幸子・内藤衛亮共訳『データベースの典

拠作業』，丸善，1987.12，168p. 

[1987/12/Ga] 学術情報センター目録情報課「目録システムの改善について」，『オンライン・システムニュ

ースレター』，No.12，1987.12.24. ＊時差更新システムの運用（1週間を通しての運用），書誌構造リ

ンクの検索キーの変更。 

[1987/12/Ga] 学術情報センター目録情報課「「削除予定レコード」について」，『オンライン・システムニ



 

ュースレター』，No.12，1987.12.24. ＊誤って書誌レコードを作成した場合の手順。 

[1987/12/Ga] 学術情報センター目録情報課「重複レコードについて」，『オンライン・システムニュースレ

ター』，No.12，1987.12.24. ＊重複レコード発生の原因調査。 

[1987/12/Ga] 学術情報センター目録情報課「オンライン雑誌目録システム（和雑誌）の運用開始」，『オン

ライン・システムニュースレター』，No.12，1987.12.24.   

[1987/12/Ga] 学術情報センター目録情報課「目録システムの仕様改訂について」，『オンライン・システム

ニュースレター』，No.12，1987.12.24. ＊「仕様改訂」実施（12月14日）以降の運用上の注意。  

[1987/12/Ha] 浜瀬善雄「国公私立大学図書館間文献複写に関する協定締結について：経緯と問題点」，『大

学図書館研究』，No.31，1987.12，p1-15. ＊文献複写委員会（昭和54年発足）の活動の経緯。 

[1987/12/Is] 石垣久四郎「文字認識システムにおける図書目録カードの入力手法について」，『東北大学附

属図書館研究年報』，通号20，1987.12，p180-189. 

[1987/12/Ko] 国立大学図書館協議会「学術情報システム特別委員会ネットワーク専門委員会第一次報告大

学図書館のシステム化：図書館ネットワーク構築のために」，『大学図書館研究』，No.31，1987.12，p57-80. 

[1987/12/Ma] 松井幸子「米国議会図書館「典拠テープ」累積版（名前および件名）の内容調査」，『情報の

科学と技術』，37(12)，1987.12，p545-554. 

[1987/12/Su] 菅原英一「目録的世界についてのメモ」，『北の文庫』，No.13，1987.12，p27-28. 

1988年（昭和63年） 

[1988/00/Ka] 川崎一，橋本登美雄「学術情報処理  学術情報システムと附属図書館の目録システム」，

『[群馬大学]年報』，3，1988，p29-37. 

[1988/00/Mi] 宮澤彰「<講演要旨>学術情報センター活動の現状と展望」，『東海地区大学図書館協議会誌』，

通号33，1988，p20-28. 

[1988/00/Na] 永田治樹「<講演要旨>大学図書館におけるコンピュータ化の問題と指標」，『東海地区大学図

書館協議会誌』，通号33，1988，p29-. 

[1988/01/Ch] 中央学院大学図書館司書グループ「目録サービス・教育モードを使いはじめて（特集：学術

情報センターを利用して）」，『大学の図書館』，171，1988.01，p3-12. 

[1988/01/Fu] 藤田恵美「学術情報センターの目録システムを使ってみて（特集：学術情報センターを利用

して）」，『大学の図書館』，171，1988.01，p3-12. 

[1988/01/Hi] 日出弘「書誌に庶子あり：書誌統合をめぐって」，『図書館界』，39(5)，1988.01，p212-216. 

[1988/01/Na] 永田治樹，堀井郁子「日本目録規則（NCR）1987年版の課題と特徴」，『図書館雑誌』，82(1)，

1988.01，p38-40. 

[1988/02/In]◎猪瀬博，井上如，上田修一，根岸正光，三輪真木子編著『学術情報システムと大学図書館』，

紀伊國屋書店，1988.02，p1-309 

内容：第１章．研究の概要と本書の構成（根岸正光，p3-6）；第２章．学術情報センターにおけるオンラ

イン共同分担目録システム（根岸正光，p7-57）；第３章．大学図書館システム化の現状とその特徴（上

田修一・原田隆史，p58-81）；第４章．大学図書館システム化の数量化分析（根岸正光，p82-97）；第５

章．大学図書館訪問調査とその分析（三輪真木子・梁瀬美千代，p98-148）；第６章．共同分担目録シス

テムの海外動向（上田修一・原田隆史，p149-152）；第７章．大学図書館のシステム化と学術情報システ

ム（井上如，p153-162）；資料編４．調査文献摘録（上田修一，187-199） 

[1988/02/Se]◎センチュリリサーチセンタ株式会社編『横浜市立大学図書館のシステム化計画基礎調査』，

センチュリリサーチセンタ，1988.02，98p. 

[1988/03/Ga] 学術情報センター研修・資料係「昭和62年度総合目録データベース実務研修報告」，『学術

情報センターニュース』，No.6，1988.03，p26. 

[1988/03/Ga] 学術情報センター目録情報課「オンライン雑誌目録システム（洋雑誌）の運用開始」，『オン

ライン・システムニュースレター』，No.13，1988.03.10.  

[1988/03/Iw] 岩下康夫「日本目録規則（NCR）1987年版の基礎構造について」，『図書館学』（西日本図書



 

館学会），no.52，1988.03，p3-10. 

[1988/03/Ma] 丸山昭二郎「日本目録規則1987年版について」，『神奈川県図書館学会誌』，no.61，1988.03，

p1-10. 

[1988/03/Na]◎内藤衛亮ほか著『学術情報システムにおける総合目録の機能と応用に関する研究』，学術情

報センター（研究課題番号61580019），1988.03，120p. 

内容：国立国会図書館における典拠データベース（田村貴代子），学術情報センターの著者名典拠につい

て（宮澤彰），学術雑誌総合目録（室橋真，小西和信），学術情報センター著者名典拠に関する若干の統

計（宮澤彰，郷端清人），LC名前典拠レコードの参照構造の分析（松井幸子），典拠コントロールの目的・

機能・構造（樋川清司），付録・典拠関係文献リストほか 

[1988/03/Na]◎内藤衛亮『学術情報システムにおける総合目録の機能と応用に関する研究：18世紀簡略書

名目録「ESTC」；昭和61-62年度』，学術情報センター（研究課題番号61580019），1988.03，151p. 

[1988/03/Sa] 斎藤泰則「オンライン目録の主題アクセス・トゥールとしての図書館分類に関する考察」，

『図書館学会年報』，34(1)，1988.03，p11-18. 

[1988/03/To]◎東北大学附属図書館『T-LINES：その開発と運用』（東北大学附属図書館），1988.03，322p. 

[1988/03/Ts] 堤直子，森永浩子，木村伸子，中島真由美「『学術雑誌総合目録和文編1985年版』の検討：

収録範囲，誌名，排列について『国立国会図書館所蔵和雑誌目録』と比較する」，『図書館学』（西日本図

書館学会），no.52，1988.03，p36-49. 

[1988/04/Ga] 学術情報センター目録情報課「重複レコードの処理について」，『オンライン・システムニュ

ースレター』，No.14，1988.04.30. ＊重複レコード発見時の注意。   

[1988/04/Ga] 学術情報センター目録情報課「オンラインシステムC&R」，『オンライン・システムニュース

レター』，No.14，1988.04.30. ＊ロシア語の入力，物理単位，書誌レコードの作成単位。 

[1988/04/Ga] 学術情報センター目録情報課「遡及入力データの公開について」，『オンライン・システムニ

ュースレター』，No.14，1988.04.30. ＊RECONファイルの運用開始。 

[1988/04/Ta] 田辺広「10年後の学術情報（<特集>日本の図書館界1988）」，『図書館雑誌』，72(4)，1988.04，

p165-167. 

[1988/05/Hi] 日出弘「わかち書きの‘ゆれ’について」，『図書館界』，40(1)，1988.05，p24-26. 

[1988/05/Ki] 北風貴紫「MARCを利用した主題検索とその課題」，『書誌索引展望』，12(2)，1988.05，p26-34. 

[1988/05/Na] 永田治樹，谷沢滋生，増田元「密結合ネットワーク接続（いわゆるCase3）の実現によるロ

ーカル業務モジュールの拡張」，『情報の科学と技術』，38(5)，1988.05，p225-233. 

[1988/05/No] 能美純子「MARCと日本目録規則1987年版：NCR改訂における一考察」，『図書館界』，40(1)，

1988.05，p12-18. 

[1988/06/Ga] 学術情報センター目録情報課「オンライン雑誌目録システム（洋雑誌）の運用開始」，『オン

ライン・システムニュースレター』，No.13，1988.06.23. ＊7月11日から運用開始。 

[1988/06/It] 伊藤祐三「米国における書誌utilitiesの役割について」，『大学図書館研究』，No.32，1988.06，

p63-70. 

[1988/06/Ko]◎国立大学図書館協議会『目録情報ネットワークの展開と大学図書館のシステム化：学術情

報システム特別委員会ネットワーク専門委員会第2次報告』，1988.06，81p. 

[1988/06/Na] 中井えり子「診断リストによる目録データの点検作業について」，『大学図書館研究』，No.32，

1988.06，p54-62. 

[1988/06/Na] 成井恵子「目録および書誌情報における書誌レベルについて」，『茨城女子短期大学紀要』，

15，1988.06，p70-75. 

[1988/06/Sa] 笹川郁夫，酒井清彦，堀込静香，石井道悦「学術情報センター目録システム対応の中小規模

図書館ローカル・システム：VTSS方式ケース２によるNECユーザグループの共同開発システム」，『大学

図書館研究』，No.32，1988.06，p28-38 

[1988/06/Un] 宇野弘純,杉田福夫,富田健市「学術情報センター密結合型北大型目録・検索システムの仕組



 

みとその運用」，『大学図書館研究』，No.32，1988.06，p39-53 

[1988/07/Ga] 学術情報センター「目録・所在情報の遡及入力事業について」，『大学図書館協力ニュース』，

9(2)，1988.07，p5 

[1988/07/Iw] 岩淵泰郎「日本目録規則1987年版に対する意見」，『整理技術研究』，25，1988.07，p1-7. 

[1988/07/Ka] 川崎秀子「学術情報システムに接続したローカルシステム：個別館の目録政策」，『図書館界』，

40(2)，1988.07，p103-108 

[1988/07/Se] 千賀正之「J-BISC開発と図書館の明日：Japan MARC CD-ROM の研究開発特別委員会報告」，

『図書館雑誌』，82(7)，416-419. 

[1988/08/Ga] 学術情報システム研究グループ「文部省学術情報システムのあゆみ」，『私立大学図書館協議

会東地区研究部会 相互協力研究分科会報告』，2，1988.08，p30-37. 

[1988/08/Ga] 学術雑誌総合目録検討委員会「学術雑誌総合目録和文編1985年版アンケート」，『私立大学

図書館協議会東地区研究部会 相互協力研究分科会報告』，2，1988.08，p103-122. 

[1988/08/Ig] 五十嵐輝雄「学術情報センター目録システム利用の状況について」，『東北地区大学図書館協

議会誌』，39，1988.08，p17-18. 

[1988/08/Ka]◎かみかた機械化研究グループ編刊『大学図書館の機械化・電算化，学術情報システム文献

リスト1988年版』，1988.08，88p. 

[1988/08/Na] 永田治樹「オンライン目録（OPAC）の意義と現状」，『私立大学図書館協議会東地区研究部会 

相互協力研究分科会報告』，2，1988.08，p1-9. 

[1988/08/So] 相互協力の歴史グループ「相互協力の歴史」，『私立大学図書館協議会東地区研究部会 相互

協力研究分科会報告』，2，1988.08，p45-47. 

[1988/08/Ya] 山田尚勇「学術情報システムにおける大学図書館の役割（<特集>大学図書館）」，『大学と学

生』，通号272，1988.08，p22-27. 

[1988/09/Ga] 学術情報センター「オンライン雑誌目録システムの開始について」，『大学図書館協力ニュー

ス』，9(3)，1988.09，p2 

[1988/09/Is] 石井啓豊「学術情報センターの活動と大学図書館（特集：変貌する図書館Ⅲ専門情報サービ

ス）」，『現代の図書館』，26(3)，1988.09，p145-148. 

[1988/09/Is] 石倉賢一「カード目録からオンライン目録へ（特集：変貌する図書館Ⅲ専門情報サービス）」，

『現代の図書館』，26(3)，1988.09，p140-144. ＊東大図書館のオンライン目録検索システム 

[1988/09/Iz] 伊澤和夏「書誌ユーティリティについて：Utlasを中心に」，『逐次刊行物研究分科会報告』，

47，1988.09，p74-87. 

[1988/09/Iz] 伊澤和夏「Utlas：図書館自動化システムの概要」，『薬学図書館』，33(3)，1988.09，p187-198. 

[1988/09/Ki] 木村裕之「アトラス導入とその対応」，『薬学図書館』，33(3)，1988.09，p199-204. 

[1988/09/Ma] 丸山昭二郎「NCR1987年版の経緯と問題点」，『逐次刊行物研究分科会報告』，47，1988.09，

p1-17. 

[1988/09/Mi] 宮澤彰，小西和信「目録所在情報サービス（第5回学術情報センターシンポジウム報告1），

『学術情報センターニュース』，No.7，1988.09，p15-20. 

[1988/09/Sh]○柴田正美「大学図書館行政とその施策」，『論集・図書館学研究の歩み；8：日本における図

書館行政とその施策/日本図書館学会研究委員会編』，日外アソシエーツ，1988.09，p143-. 

[1988/09/To]◎東京大学附属図書館『東京大学図書館情報システム：LILIPUT』（東京大学附属図書館），

1988.09，254p. 

[1988/10/Da]◎大学図書館研究集会記録編集委員会編『大学図書館のサービス改善の方向を探る：イノベ

ーションへの対応：大学図書館研究集会記録；第8回』，日本図書館協会大学図書館部会，1988.10，136p. 

＊国公私立大学図書館協力委員会との共同刊行。発売：学術文献普及会。大阪市立大学田中記念館，昭

和62年11月25日（水）～26日（木）。後援：国立大学図書館協議会，公立大学協会図書館協議会，私

立大学図書館協会。 



 

[1988/10/In] 猪瀬博「学術情報システムについて」，『学術情報センター論文集；和文編』，1，1988.10，

p1-11.＊再掲 

[1988/10/In] 猪瀬博「オンライン図書館への展望」，『学術情報センター論文集；和文編』，1，1988.10.

＊再掲 

[1988/10/In] 井上如「学術情報システムと大学図書館」，『コンピュータソフトウェア』（日本ソフトウェ

ア科学会），5(4)，1988.10，p301. 

[1988/10/In] 井上如「学術情報システムから見た大学図書館」，『学術情報センター論文集；和文編』，1，

1988.10，p19-27.＊再掲 

[1988/10/In] 井上如「学術雑誌総合目録におけるネットワーク」，『学術情報センター論文集；和文編』，1，

1988.10，p84-90.＊再掲 

[1988/10/In] 井上如「大学図書館と学術情報システム」，『学術情報センター論文集；和文編』，1，1988.10，

p10-18. ＊再掲 

[1988/10/In] 井上如「学術情報センターの例」，『学術情報センター論文集；和文編』，1，1988.10，p258-276. 

＊再掲 

[1988/10/Mi] 宮澤彰「MAB1のフォーマット」，『学術情報センター論文集；和文編』，1，1988.10，p138-142. 

＊再掲 

[1988/10/Mi] 宮澤彰「書誌ユティリティと目録作成」，『学術情報センター論文集；和文編』，1，1988.10，

p138-142.＊再掲 

[1988/10/Ne] 根岸正光「誌名変遷マップの研究と開発」，『学術情報センター論文集；和文編』，1，1988.10，

p5-23.＊再掲 

[1988/10/Ne] 根岸正光「学術情報センター・システム：オンライン共同分担目録システムを中心に」，『学

術情報センター論文集；和文編』，1，1988.10，p1-10.＊再掲 

[1988/10/Ya] 山中秀夫「天理図書館業務電算化について（中間報告）」，『ビブリア』（天理図書館），91，

1988.10，p188-200. 

[1988/11/Ga] 学術情報センター目録情報課「オンライン目録システムの機能拡張について」，『オンライ

ン・システムニュースレター』，No.16，1988.11.24.  ＊昭和63年度実施予定の機能拡張項目14件。 

[1988/11/Ga] 学術情報センター目録情報課「所蔵登録件数100万件突破」，『オンライン・システムニュー

スレター』，No.16，1988.11.24.   

[1988/11/Ga]◎学術情報システムを考える会編『巨大情報システムと図書館』（技術と人間），1988.11，211p. 

[1988/11/Ik] 池田純一，岡島芳伸，田中憲彦「図書目録作成等のための図書カードのデータ化」，『専門図

書館』，121，1988.11，p8-12. 

[1988/11/Ko]◎国立国会図書館編刊『JAPAN MARCマニュアル：逐次刊行物編』（日本図書館協会発売），

1988.11，141p. 内容：フォーマットとデータ内容，アクセスポイントの読みと分かち書き磁気テープ

の仕様，書誌レコードの内容，データ要素一覧，付録（逐次刊行物扱いとする資料の判定基準ほか） 

[1988/11/Na] 中島紘一「カード目録からカードレス目録の移行について」，『KULIC』，22，1988.11，p36-37. 

[1989/11/Oo] 大塚奈奈絵，岸美雪「国立国会図書館における複写利用：来館および郵送による複写利用の

実態の調査研究；2」，『科学技術文献サービス』，86，1988.11，p12-21. 

[1988/11/Su] 菅原通「資料の共有化をはかるために：私立大学図書館間の相互貸借について」，『図書館雑

誌』，82(11)，1988.11. 

[1988/12/Go] 合田修「機械可読目録による内容検索の効率化」，『大阪城南女子短期大学研究紀要』，23，

1988.12，p21-36. 

[1988/12/Ha] 浜瀬善雄「大学図書館のコンピュータ化による効果と評価」，『大学図書館研究』，No.33，

1988.12，p1-8. 

[1988/12/Ho] 堀込静香「国立大学図書館における機械化からシステム化まで：千葉大学附属図書館10年

の歩みと全国的動向」，『大学図書館研究』，No.33，1988.12，p9-18. 



 

[1988/12/Is] 石垣久四郎，塚本哲人「東北大学における図書館システムとキャンパス情報ネットワーク・

システムとの関係」，『東北大学附属図書館研究年報』，通号21，1988.12，p206-240. 

[1988/12/Ka] 加藤信也「JAPAN MARCからみた日本の音楽資料の出版と流通」，『びぶろす』（国立国会図書

館図書館協力部），39(12)，1988.12，p286-293. 

[1988/12/Ki] 鬼頭當子，黒澤公人「ICU図書館における文献複写から見た相互協力の実態と分析（私立大

学図書館協会第 49回（昭和 63年度）総大会記録）」，『私立大学図書館協会会報』，通号 91，1988.12，

p64-79. 

[1988/12/Ko] 国立大学図書館協議会「相互貸借の推進方策調査研究班報告（昭和63年3月）」，『大学図書

館研究』，No.33，1988.12，p67-84. 

[1988/12/Ku] 栗原進一（杏林大学）「OCLCのオンラインネットワーク」，『医学図書館』，Vo.35,No.4，1988.12，

p256-262. ＊OCLCシステムの概要。 

[1988/12/Ku] 黒澤節男「大学図書館における複写サービスに関する著作権問題」，『大学図書館研究』，

Vol.33，1988.12，p52-59. 

[1988/12/Na] 永田治樹ほか「文書目録情報のデータベース化の問題：文書 OPAC作成と MARC（AMC）の事

例から」，『大学図書館研究』，No.33，1988.12，p41-51. 

[1988/12/Na] 成田誠之助，斎藤明「総合図書館システム「DOBIS/LIBIS/WINE」」，『早稲田大学図書館紀要』，

（通号29），1988.12，p54-78. ＊成田執筆文は英文。早稲田大学の図書館システム「WINE」概要。 

[1988/12/Sh] 私立大学図書館協会相互協力委員会「図書館間の図書館資料の相互貸借について」，『大学図

書館研究』，No.33，1988.12，p85-91. 

[1988/12/Ta] 田中久文「<講演>学術情報センターのサービス事業（私立大学図書館協会第49回（昭和63

年度）総大会記録）」，『私立大学図書館協会会報』，通号 91，1988.12，p80-86. ＊メインテーマ：「機

械化時代における人間中心の図書館づくり」 

[1988/12/Us] 牛崎進[ほか]「<パネルディスカッション>機械化の方向を求めて（私立大学図書館協会第

49回（昭和63年度）総大会記録）」，『私立大学図書館協会会報』，通号91，1988.12，p98-120. ＊メイ

ンテーマ：「機械化時代における人間中心の図書館づくり」 

1989年（平成元年） 

[1989/00/Au] Larry Auld；図書館整理技術研究会名古屋支部訳「典拠コントロール：80年間のレビュー」，

『整理技術研究』，No.26，1989，p66-79. 

[1989/00/Ha] 土師守，橋本登美雄「学術情報システムと群馬大学目録検索システム」，『[群馬大学]年報』，

4，1989，p118-129. 

[1989/00/Ha] 原田隆史「大学図書館貸出データの計量的分析：上智大学図書館貸出データの分析を中心に」，

『彦根論叢』，No.260・261，1989，p83-99.. 

[1989/00/Ts] 津田良成「<講演要旨>コンピュータ・システムと新しい大学図書館」，『東海地区大学図書館

協議会誌』，通号34，1989，p2-. 

[1989/00/Wa] 渡辺豊英「<講演要旨>書誌情報のデータベース化の課題」，『東海地区大学図書館協議会誌』，

通号34，1989，p42-. 

[1989/01/Hi] 樋口恵子「学術図書館を中心とした情報システムの現状と今後：米国の大学図書館及び書誌

ユーティリティを視察して」，『情報処理学会研究報告』，Vol.89,No.3（IS-22），1989.01，p1-10. 

[1989/01/Is] 石川史士「和図書データ遡及入力計画」，『国立国会図書館月報』，334，1989.01，p6-13. 

[1989/01/Ku] 栗原進一「Linked Systems Project：三大書誌ユーティリティとLCの相互接続プロジェク

ト」，『情報管理』，Vol.31，No.10，1989.01，p869-876. 

[1989/02/Ab] 阿部佳市「学術情報センター目録システムとT-LINES図書目録システム」，『第15回医学図

書館セミナー論文集』，Vol.15（第15回)，1989.02，p133-144. 

[1989/02/Ki] 木俵康之「ネット・ワークにおける書誌情報」，『びぶろす』，40(2)，1989.02，p24-33.＊TRC 

MARCとJAPAN/MARCについて。 



 

[1989/03/Ga] 学術情報センター研修・資料係「昭和63年度総合目録データベース実務研修報告」，『学術

情報センターニュース』，No.8，1989.03，p39-40. 

[1989/03/Ga] 学術情報センター目録情報課「オンライン目録システムの機能拡張について」，『オンライ

ン・システムニュースレター』，No.17，1989.03.01. ＊COPYコマンドの追加など。 

[1989/03/Ga] 学術情報センター目録情報課「GPO/MARCのサービス開始」，『オンライン・システムニュー

スレター』，No.17，1989.03.01.  

[1989/03/Ga] 学術情報センター目録情報課「コーディング･マニュアルについて」，『オンライン・システ

ムニュースレター』，No.17，1989.03.01.  

[1989/03/Iw] 岩下康夫「日本目録規則（NCR）87年版への書誌単位概念の導入による書誌用語「多巻もの」

「セットもの」「シリーズ」の意味の変質について」，『図書館界』，40(6)，1989.03，p281-289. 

[1989/03/Ko]○古賀節子「学術情報システムと司書課程」，『21世紀への大学図書館国際シンポジウム（京

都外国語大学付属図書館）司書論』，1989.03. ＊会期：昭和63年3月22日～24日。  

[1989/03/Ko]○倉橋英逸「学術情報システムと大学図書館司書」，『21世紀への大学図書館国際シンポジウ

ム（京都外国語大学付属図書館）司書論』，1989.03. ＊会期：昭和63年3月22日～24日。  

[1989/03/Ku]○倉橋英逸「日本における総合目録データベース形成の現状と問題点（10月5日部会報告全

体会議）」，『第4回日米大学図書館会議報告/大学図書館国際連絡委員会』，1989.03.  

[1989/03/Ku] 栗原進一（杏林大学図書館）「OCLC相互貸借サブシステム」，『医学図書館』，Vol.36，No.1，

1989.03，p20-23. ＊1979年4月から提供している相互貸借サブシステムについて。 

[1989/03/Na] 長島敏樹「MARCサービスの現状（国内）」，『私立大学図書館協会東地区部会研究報告書』，（昭

和63年度），1989.03，p51-59. 

[1989/03/Oo]○大野公男「学術情報システムと大学図書館（10月 5日部会報告全体会議）」，『第4回日米

大学図書館会議報告/大学図書館国際連絡委員会』，1989.03.  

[1989/03/Ta] 田辺広（富士大学）「日韓図書の目録と排列に関する諸問題」，『富士大学紀要』，Vol.21，No.2，

1989.03，p51-68. 

[1989/03/To]○東京大学総合図書館職員組合「欠陥だらけの目録電算化：東大図書館の場合」，『巨大情報

システムと図書館』（技術と人間），1989.03，p97-107. ＊内容：OPAC講習会，講習は必要か，明文化

されない方針，凡例のない目録，ほか 

[1989/03/Ue] 上田修一「オンライン閲覧用目録の動向」，『私立大学図書館協会東地区部会研究報告書』，

（昭和63年度），1989.03，p64-68. 

[1989/03/Us] 牛崎進「MARCサービスの現状（国外）」，『私立大学図書館協会東地区部会研究報告書』，（昭

和63年度），1989.03，p60-63. 

[1989/03/Us]◎牛崎進『遡及変換における典拠コントロール（社会科学分野の著者名典拠ファイルの構造

研究とその編成：文部省科学研究費試験研究）』，図書館情報大学松井研究室，1989.03，103p. ＊内容：

遡及変換の歴史，遡及変換事業検討すべき事業，遡及事業と総合目録データベース，ほか 

[1989/03/Wa] 早稲田大学学術情報システム課「「WINE」の発展をめざして（[早稲田大学]図書館100年の

歩み<特集>）―（図書館の新世紀を迎えて：総合学術情報センター計画），『早稲田大学図書館紀要』，（通

号30），1989.03，p243-249. 

[1989/03/Ya]◎山口大学附属図書館編『山口大学付属図書館電算化システム』（山口大学附属図書館），

1989.03，222p. 

[1989/04/Ob] 小幡砂智子「学術情報センター総合目録システムの検索について」，『整理技術研究』，26，

1989.04，p19-65 

[1989/04/Oo] 大塚奈奈絵，岸美雪，滝本佳代「国立国会図書館における複写利用：来館および郵送による

複写利用の実態の調査研究；3」，『科学技術文献サービス』，88，1989.04，p18-26. 

[1989/05/Ga] 学術情報センター目録情報課「学術雑誌総合目録和文編データベースの改訂について」，『オ

ンライン・システムニュースレター』，No.18，1989.05.23. 



 

[1989/05/Ga] 学術情報センター目録情報課「目録情報データベースのIRサービス開始」，『オンライン・

システムニュースレター』，No.18，1989.05.23. 

[1989/05/Oo] 大城善盛（述）「NCR1987年版における書誌階層について」，『同志社大学図書館学年報』，15，

1989.05，p88-97. 

[1989/05/Oo] 大城善盛「書誌階層とそのパターン分析：NCR1987年版の書誌階層の批判的考察を通して」，

『図書館学会年報』，35(2)，1989.05，p59-68. 

[1989/05/Sa] 鈴木太郎「図書館業務の機械化にあたって」，『びぶろす』（国立国会図書館図書館協力部），

40(5)，1989.05，p118-123. 

[1989/06/In] 井上如「学術情報システムについて：小規模図書館・企業体との関わり」，『薬学図書館』，

Vo.34,No.2，1989.06，p84-95. ＊学術情報システムの中心はデータベース事業と説明。 

[1989/06/Ka] 金子昌嗣，中元誠「大学図書館における図書館トータルシステムの導入：早稲田大学所沢図

書館の経験（特集：利用者目録の新形態）」，『現代の図書館』，27(2)，1989.06，p66-101（特集全体） 

[1989/06/Ka] 金子豊「OPACとこれからの大学図書館サービス：愛媛大学附属図書館における利用例を中

心に（特集：利用者目録の新形態）」，『現代の図書館』，27(2)，1989.06，p83-89. 

[1989/06/Ko] 国公私立大学図書館協力委員会文献複写委員会「相互協力実態調査報告書：図書館の相互協

力の実態について」，『大学図書館研究』，No.34，1989.06，p115-133. 

[1989/06/Ko] 小山悟「大学図書館機械化実態調査アンケートの中間報告」，『私立大学図書館協会会報』，

通号92，1989.06，p94-111. 

[1989/06/Ku] 黒田晴雄,倉橋英逸，山崎弘郎，田中久文「北米における目録所在情報形成システムの調査」，

『大学図書館研究』，No.34，1989.06，p16-40. 

[1989/06/Mo] 「文部省，学術情報システムの整備を急ぐ」，『情報の科学と技術』，39(6)，1989.06，p220. 

[1989/06/Su] 杉町宏，北克一「学術情報センター目録システムとローカルシステムのインターフェイスの

一例：柔構造結合を考慮して」，『大学図書館研究』，No.34，1989.06，p62-70 

[1989/06/Ts] 逵昭二，吉竹忍，川端美明「北大図書館における図書データ大量遡及入力の試み：学術情報

センターファイルを利用しての目録カードによるオンライン入力」，『大学図書館研究』，No.34，1989.06，

p49-61. 

[1989/06/Ya] 八木敬子，辻本一好，北克一「目録担当者から見たNACSIS総合目録データベース」，『情報

の科学と技術』，39(6)，1989.06，p201-210. ＊現状調査と統計的分析及び品質向上の方策。 

[1989/07/Ai] 相原信也，千賀正之，田屋裕之，松島文子，西来路秀彦，高木秀子，中村規子「和図書検索

ツールとしてのJ-BISC：インデキシングおよび操作性について；前編」，『科学技術文献サービス』，89，

1989.07，p4-13. 

[1989/07/Ga] 学術情報センター目録情報課「総合目録データベースの磁気テープサービスについて」，『オ

ンライン・システムニュースレター』，No.19，1989.07.28. 

[1989/07/Is] 石山洋「国立国会図書館における書誌情報技術の進歩と今後の課題」，『国立国会図書館月報』，

340，1989.07，p2-9. 

[1989/07/Na] 永田治樹「大学図書館におけるドキュメント・デリバリー・サービス（<特集>ドキュメント・

デリバリー）」，『情報の科学と技術』，39(7)，1989.07，p231-239. 

[1989/07/Na] 南条利悠輝「図書館業務・機械化にあたって」，『びぶろす』（国立国会図書館図書館協力部），

40(7)，1989.07，p157-165. 

[1989/07/Oo] 大塚奈奈絵，岸美雪，滝本佳代「国立国会図書館における複写利用：来館および郵送による

複写利用の実態の調査研究；4」，『科学技術文献サービス』，89，1989.07，p28-40,13. 

[1989/08/Ka]◎かみかた機械化研究グループ編刊『大学図書館の機械化・電算化，学術情報システム文献

リスト89年版』，1989.08，80p. 

[1989/09/Da]◎大学図書館研究集会記録編集委員会編『大学図書館のネットワーク形成をめざして：情報

検索と新しいサービスの在り方を求めて：大学図書館研究集会記録；第9回』，日本図書館協会大学図書



 

館部会，1989.09，82p. ＊国公私立大学図書館協力委員会との共同刊行。発売：学術文献普及会。後援：

国立大学図書館協議会，公立大学協会図書館協議会，私立大学図書館協会。 

[1989/09/Go] 後藤恵里子（千葉大学附属図書館）「学術情報センターの雑誌目録システムを利用して」，『医

学図書館』，Vo.36,No.3，1989.09，p145-154. ＊「医総目」「学総目」の歴史と雑誌目録システム。 
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[1989/09/Ku] 栗原進一「ILLINET Online」，『医学図書館』，Vo.36,No.3，1989.09，p160-163. 
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[1989/10/Ai] 相原信也，千賀正之，田屋裕之，松島文子，西来路秀彦，高木秀子，中村規子「和図書検索

ツールとしてのJ-BISC：インデキシングおよび操作性について；後編」，『科学技術文献サービス』，90，
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[1989/10/Ga] 学術情報センター目録情報課「学術雑誌総合目録和文編新版全国調査の実施」，『オンライ

ン・システムニュースレター』，No.20，1989.10.16. 

[1989/10/Ma] 松井幸子「遡及的書誌情報データベース編成におけるLC名前典拠ファイルの有効性」，『図
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[1989/12/Ga] 学術情報センター目録情報課「平成元年度目録システムの機能向上」，『オンライン・システ
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[1989/12/Ga] 学術情報センター目録情報課「注文生産の複製資料の扱い」，『オンライン・システムニュー

スレター』，No.21，1989.12.08. 

[1989/12/Ga] 学術情報センター目録情報課「分類・件名等の取り扱い」，『オンライン・システムニュース
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[1990/03/Ga] 学術情報センター目録情報課「[平成元年度]総合目録委員会・小委員会での審議事項の報告」，

『オンライン・システムニュースレター』，No.23，1990.03.31. 

[1990/03/Ga] 学術情報センター目録情報課「和資料と洋資料の区分について」，『オンライン・システムニ

ュースレター』，No.23，1990.03.31. 
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題）」，『図書館研究協議会集録』（東京都私立短期大学協会図書館研究委員会），平成元年度，1990.03，

p19-27. 

[1990/03/Ko] 河野徳吉「機械化に伴う図書館業務の見直し（パネル討議：短期大学図書館の機械化に伴う

様々な問題）」，『図書館研究協議会集録』（東京都私立短期大学協会図書館研究委員会），平成元年度，

1990.03，p27-30. 

[1990/03/Ko] 小杉静夫，川[埼]正広，岡本正貴「愛知教育大学附属図書館におけるオフコンによる図書館

システム（<特集>学術情報システムの現状と課題）」，『情報の科学と技術』，40(3)，1990.03，p207-218. 

[1990/03/Mi] 宮本勉「電子計算機導入に伴う問題点（パネル討議：短期大学図書館の機械化に伴う様々な

問題）」，『図書館研究協議会集録』（東京都私立短期大学協会図書館研究委員会），平成元年度，1990.03，

p13-19. 

[1990/03/Na] 永田治樹（金沢大学附属図書館）「目録･所在情報サービス：その展開と新たな課題（<特集>

学術情報システムの現状と課題）」，『情報の科学と技術』，40(3)，1990.03，175-182 

[1990/03/Na] 内藤英雄，今川敏男，杉村俊一「理工学系外国雑誌センター館の目録情報サービス（<特集>

学術情報システムの現状と課題）」，『情報の科学と技術』，40(3)，1990.03，p183-190. 

[1990/03/Ni] 西村徹「ライブラリアンシップと機械化（パネル討議：短期大学図書館の機械化に伴う様々

な問題）」，『図書館研究協議会集録』（東京都私立短期大学協会図書館研究委員会），平成元年度，1990.03，

p9-13. 

[1990/03/Oo] 大井敏暉（成蹊大学図書館）「図書館ネットワーク接続と目録情報サービスの実際：中小規

模接続館として（学術情報システムの現状と課題）」，『情報の科学と技術』，40(3)，1990.03，p191-196. 

[1990/03/Sa] 笹川郁夫（横浜国立大学附属図書館）「学術情報センターとローカル・システムの実際」，『オ

ンライン検索』，11(1)，1990.03，p14-19. 

[1990/03/So] [相互協力研究分科会]「増え続けるILL：アメリカ合衆国テキサス州の一私大の例」，『私立

大学図書館協議会東地区研究部会 相互協力研究分科会報告』，3，1990.03，p71-79. 

[1990/03/Wa] 和中幹雄（国立国会図書館）「ネットワーク時代の目録」，『館灯』（私立大学図書館協会西地

区部会東海地区協議会），28，1990.03，p1-14. 

[1990/03/Wa] 渡辺良子（順天堂大学図書館）「相互貸借」，『薬学図書館』，Vo.35，No.1，1990.03，p31-40. 

[1990/04/Ga] 学術審議会学術情報分科会学術情報部会「学術情報流通の拡大方策について（報告）」，『学
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[1990/04/Ts] 鶴田真也「和図書CD-ROM閲覧利用実験を終了して」，『国立国会図書館月報』（ISSN:00279153），

通号349，1990.04，p22-29. 

[1990/05/Da]◎大学図書館研究集会記録編集委員会編『転換期の大学図書館：ニューメディアとシステム

化が与えるインパクト：大学図書館研究集会記録；第10回』，日本図書館協会大学図書館部会，1990.05，

92p. ＊国公私立大学図書館協力委員会との共同刊行。発売：学術文献普及会。早稲田大学大隈小講堂，

平成元年11月13日～14日。後援：国立大学図書館協議会，公立大学協会図書館協議会，私立大学図書

館協会。 
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[1992/02/Ga] 学術情報センター目録情報課「[平成3年度]第4回総合目録小委員会の審議事項」，『オンラ
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[1992/12/Ga] 学術情報センター研修係「平成4年度総合目録データベース実務研修報告」，『学術情報セン

ターニュース』，No.22，1992.12，p26-27. 

[1992/12/Ga] 学術情報センター目録情報課「ILLシステムの機能向上について」，『オンライン・システム

ニュースレター』，No.37，1992.12.14.  

[1992/12/Ga] 学術情報センター目録情報課「洋雑誌の誌名変遷について」，『オンライン・システムニュー

スレター』，No.37，1992.12.14.  

[1992/12/Is] 石垣久四郎「図書目録カードの遡及変換入力」，『東北大学附属図書館研究年報』，25，1992.12，

p122-138. 

[1992/12/Is] 石川敏明，山本正宜（ソアクリスタル）「書誌目録端末システムLuminaⅢの概要：学術情報

センターの接続システムの特徴と利用方法」，『オンライン検索』（ISSN:0286-3200），Vol.13，No.4，1992.12，

p169-177. 

[1992/12/Ka] 開原成允「<巻頭言>学術情報センターと図書館」，『学術情報センター紀要』，5号，1992.12. 

[1992/12/Mo] 森谷めぐみ「医学分類について：NACSIS-CATを利用したNDCとDDCとの比較の試み」，『医

学図書館』，Vol.39，No.4，1992.12，p389-393. 

[1992/12/Sm] スミス，ニール；坂上光明「<資料>英国内の日本語出版物総合目録の実現可能性に関する調

査研究プロジェクト：実験段階でのNACSISへの報告」，『学術情報センター紀要』，5号，1992.12，p137-161. 

1993年（平成5年） 

[1993/00/Ga] 学術情報センター「NACSIS-CAT/ILL等の利用者（機関）の範囲を大幅に拡大」，『大学図書

館協力ニュース』，14(2)，1993. 

[1993/00/In] 井上如「NACSIS：学術情報流通のためのユーティリティ」，『情報通信とドキュメンテーショ

ンセンター：日仏の現状と展望：日仏シンポジウム報告書/日仏会館フランス事務所，日仏図書館情報学

会編』（日仏会館フランス事務所），1993，p23-. 

[1993/00/Ko] 小島恵美子「NACSIS-ILL導入後の相互貸借業務」，『医学図書館員研究集会論文集』，Vol.28

（第28回），1993，p165-165. 

[1993/00/Sa] 沢美照美「NACSIS-ILLシステムについて：岡山理科大学図書館におけるNACSIS-ILLシステ

ム利用と相互協力の推移」，『岡山理科大学紀要．B，人文・社会科学』，通号29B，1993，p335-361. 

[1993/01/Oo] 大野友和（明治大学）「図書館のシステム化と情報サービスの今後」，『薬学図書館』，Vol.38，

No.1，1993.01，p39-50. 

[1993/03/Ga] 学術情報センター目録情報課「ILLシステムの機能向上について」，『オンライン・システム

ニュースレター』，No.38，1993.03.26.  

[1993/03/Ga] 学術情報センター目録情報課「著者名典拠レコードの登録・作成・修正等の注意点」，『オン

ライン・システムニュースレター』，No.38，1993.03.26. 

[1993/03/Ga] 学術情報センター目録情報課「目録システムに関するアンケートから」，『オンライン・シス

テムニュースレター』，No.38，1993.03.26. ＊平成4年8月に接続館201機関を対象に実施したアンケ

ートの質問・要望事項への回答。 

[1993/03/Ga] 学術情報センター目録情報課「平成4年度総合目録委員会・小委員会の審議結果」，『オンラ

イン・システムニュースレター』，No.38，1993.03.26.  

[1993/03/Ho] 星野雅英「学術情報システムと短大図書館」，『図書館研究協議会集録』（東京都私立短期大



 

学協会図書館研究委員会），平成4年度，1993.03，p37-44. 

[1993/03/In] 井上如「学術情報サービスの展開における学術情報センターの役割」，『二十一世紀の大学図

書館：私立大学図書館協会五十周年記念論文集』（私立大学図書館協会），1993.03，p1-. 

[1993/03/It] 伊藤尚武[ほか]「関西館のドキュメント・サプライ・サービスについて（<特集>関西館構想：

調査報告書作成）―（文献と情報の発信拠点をめざして）」，『図書館研究シリーズ』（ISSN:04541960），

通号30，1993.03，p2-19. 

[1993/03/Ka] 甲斐重武「学術情報センターILLシステムの利用状況と図書館協力」，『大学図書館研究』，

No.41，1993.03，p1-16. 

[1993/03/Ko] 国立国会図書館関西館事業部図書館協力課「内外のドキュメント・サプライ実施機関の概要

（<特集>関西館構想：調査報告書作成）―（文献と情報の発信拠点をめざして）」，『図書館研究シリーズ』

（ISSN:04541960），通号30，1993.03，p20-45. 

[1993/03/Ko] 国立国会図書館関西館事業部図書館協力課「内外のドキュメント・サプライ実施機関の機能

の比較（<特集>関西館構想：調査報告書作成）―（文献と情報の発信拠点をめざして）」，『図書館研究シ

リーズ』（ISSN:04541960），通号30，1993.03，p46-76. 

[1993/03/Ud] 宇土行良，遠山潤，森茂樹「日本人著者の名前についての調査」，『図書館学会年報』，

No.39,No.1，1993.03，p13-24. ＊TRC MARC，Japan/MARC，JBCAT等の人名調査。 

[1993/04/Ko]◎国立国会図書館図書館研究所編『日本における既存OPACの比較調査：中間報告』，国立国

会図書館図書館研究所（図書館研究所調査研究レポート；no.1），1993.04，107p. 

[1993/05/Ki] 北克一，芝勝徳，志保田務「書誌情報の標準化とOPAC：1980年代以降の動向と発展（V 目

録と書誌情報）」，『図書館界』，Vo.45，No.1，1993.05，p123-142. ＊1980年以降の書誌情報の標準化

や目録関連の論文を国際的視野で12年間にわたって評価，レビュー。 

[1993/05/Su] 菅原通，荘司雅之「早稲田大学学術情報システムとユーザー」，『情報処理学会研究報告』，

Vol.93,No.37（IM情報メディア），1993.05，p9-16. 

[1993/05/Ya] 山田尚勇「近未来の学術情報システムと人工現実感（特集:人口現実感Virtual Reality）」，

『科学技術ジャーナル』（科学技術広報財団），1(2)，1993.05，p21-23. 

[1993/06/Am] 天笠洋一「学術情報システムの利用：既存ローカル・システムとの関連」，『私立大学図書館

協会会報』，通号98，1993.06，p120-127. 

[1993/06/Ga] 学術情報センター目録情報課「図書所蔵レコード件数1,000万件突破」，『オンライン・シス

テムニュースレター』，No.39，1993.06.24.  

[1993/06/Ga] 学術情報センター目録情報課「UNIX版UIP（XUIP）の提供について」，『オンライン・システ

ムニュースレター』，No.39，1993.06.24.  

[1993/06/Ho] 堀込静香「OPAC（《現代》ミニ講座；1）」，『現代の図書館』，Vol.31，No.2，1993.06，p133-137.  

[1993/06/Oo] 大塚奈奈絵「ユーザサイドから見た図書の主題検索」，『TP&Dフォーラムシリーズ』（TP&D

フォーラム実行委員会 ISSN:0918404X），通号2，1993.06，p14-21.  

[1993/06/Sa] 酒井清彦，飯倉忍「NACSIS―CAT目録の品質管理について」，『私立大学図書館協会会報』，

通号100，1993.06，p99-104. 

[1993/06/Sh] 柴山盛生，井上明夫，小林清一「学術情報システムと大学図書館ネットワーク（特集:わが

国の情報流通施策）」，『情報の科学と技術』，43(6)，1993.06，p511-516 

[1993/06/Ue] 上田修一「OPACにおける主題検索の問題」，『TP&Dフォーラムシリーズ』（TP&Dフォーラム

実行委員会 ISSN:0918404X），通号2，1993.06，p2-11.  

[1993/07/Yu] 由良信道「図書館活動と学術情報センター」，『薬学図書館』，Vol.38，No.3，1993.07，p164-166. 

[1993/08/Ga] 学術情報センター目録情報課「図書書誌レコード修正指針について（案）」，『オンライン・

システムニュースレター』，No.40，1993.08.27.  

[1993/08/Ga] 学術情報センター目録情報課「平成5年度目録システム開発予定項目」，『オンライン・シス

テムニュースレター』，No.40，1993.08.27.  



 

[1993/08/Ga] 学術情報センター目録情報課「BLDSCへの依頼機能について」，『オンライン・システムニュ

ースレター』，No.40，1993.08.27.  

[1993/08/Ga] 学術情報センター目録情報課「平成5年度第1回総合目録小委員会の審議内容」，『オンライ

ン・システムニュースレター』，No.40，1993.08.27.  

[1993/08/Ki] 北克一，芝勝徳「図書館多重ネットワーク時代の現状と展望：公共図書館を機軸として」，

『図書館界』，Vo.45，No.3，1993.08，p288-293.  

[1993/08/Sa] 佐々木光子「NACSIS-CATに期待する”知恵袋”機能」，『大学の図書館』，12(8)，1993.08，

p140-141 

[1993/09/Ko] [国立国会図書館]業務機械室ネットワーク研究開発班「図書館協力の新たな基盤づくりをめ

ざして：総合目録ネットワーク・パイロット・プロジェクトの概要」，『国立国会図書館月報』，no.390，

1993.09，p19-23. 

[1993/09/Mi]○宮澤彰「NACSISのデータベース：NACSIS-CATを中心に（全体会議）」，『学術情報への国際

的アクセス拡大のための日米協力：21世紀をめざして：第5回日米大学図書館会議/清水忠雄ほか編』（ユ

ニバーサル・アカデミー・プレス），1993.09，p146-. ＊会期：1992年10月6～9日，場所：東京 

[1993/10/Am] 雨森弘行「情報の“心”の伝達（<INFOSTA Forum>第36回）」，『情報の科学と技術』，43(10)，

1993.10，p965. 

[1993/10/Ki] 岸美雪「日本における既存OPAC上の比較調査」，『びぶろす』，44(10)，1993.10，p233-239. 

[1993/10/Ko] 小林康隆「東京情報大学図書館業務システム化の概要：富士通図書館システムパッケージ

「ILIS」を導入して（特集：図書館の電算化―最近の事例）」，『薬学図書館』，Vol.149，1993.10，p246-255. 

[1993/10/Mu] 村田輝「個別版CD-ROMシステムの開発」『全国共同利用大型計算機センター研究開発センタ

ー研究開発論文集』，No.15，1993.10，p113-118. 

[1993/10/Ta] 谷口甲二「図書館の電算化について：ILISへのシステム移行（特集：図書館の電算化―最

近の事例）」，『薬学図書館』，Vol.149，1993.10，p239-245. 

[1993/11/Ga] 学術情報センター目録情報課「目録所在情報サービス等の利用資格の拡大」，『オンライン・

システムニュースレター』，No.41，1993.11.15.  

[1993/11/Ga] 学術情報センター目録情報課「平成5年度目録システム開発予定項目」，『オンライン・シス

テムニュースレター』，No.41，1993.11.15.  

[1993/11/Ga] 学術情報センター目録情報課「平成5年度第1回総合目録委員会の審議内容」，『オンライン・

システムニュースレター』，No.41，1993.11.15. 

[1993/11/In] 井上如「リソース・シェアリングと図書館：ILLの心と形（特集：リソース・シェアリング：

資料利用のための協力），『情報の科学と技術』，43(11)，1993.11，p978-985.＊ILLを成り立たせる精神 

[1993/11/Ir] 入江玲子「ILLINETとリソース・シェアリング：米国のILLとライブラりー・システムを見

る（特集：リソース・シェアリング：資料利用のための協力），『情報の科学と技術』，43(11)，1993.11，

p1027-1035. 

[1993/11/Ka] 甲斐重武「ILLシステムによる資料評価（特集：リソース・シェアリング：資料利用のため

の協力），『情報の科学と技術』，43(11)，1993.11，p986-995. 

[1993/11/Ku] 熊谷俊夫，重里信一「学術資源の全国保存システムと共同保存図書館（特集：リソース・シ

ェアリング：資料利用のための協力），『情報の科学と技術』，43(11)，1993.11，p996-1005. 

[1993/12/Ga] 学術情報センター研修係「平成5年度総合目録データベース実務研修報告」，『学術情報セン

ターニュース』，No.26，1993.12，p19-20. 

[1993/12/Ga] 学術情報センター目録情報課「図書書誌レコードの修正方針について」，『オンライン・シス

テムニュースレター』，No.42，1993.12.24. ＊「目録情報の基準運用細則」作成検討部会で作成。 

[1993/12/Ga] 学術情報センター目録情報課「典拠レコードの注記フィールドの取り扱いについて」，『オン

ライン・システムニュースレター』，No.42，1993.12.24. 

[1993/12/Ga] 学術情報センター目録情報課「平成5年度第2回総合目録小委員会の審議内容」，『オンライ



 

ン・システムニュースレター』，No.42，1993.12.24. 

[1993/12/Ha] 長谷川豊佑「大学紀要の輪郭とその取り扱い」，『現代の図書館』（日本図書館協会 

ISSN:00166332）,Vol.33, No.4，1993.12，p228-236. 

[1993/12/Ii] 飯島正裕（獨協医科大学図書館）「OPAC時代における薄暮文献の取扱い」，『医学図書館』，

Vol.40，No.4，1993.12，p393-399.＊単行本か雑誌かといった境界領域の不分明な出版物（薄暮文献） 

[1993/12/Ko]◎国立大学図書館協議会文献複写に係る著作権問題特別委員会『著作権使用に係る文献複写

の実態調査：報告書』，1993.12，15p.  

1994年（平成6年） 

[1994/00/Ad] 安達淳「電子図書館システムの試行に向けて：学術情報システムの新たな展開（トピックス）」，

『学術情報センターニュース』，(28)，1994，p2-4. 

[1994/00/Fu] 藤沢靖子「NACSIS-CATの医学書ヒット率」，『医学図書館員研究集会論文集』，Vo.28，1994，

p39-44. 

[1994/00/Ic] 市川惇信「大学図書館の将来：自律分散型学術情報システムの形成（特別記事;これからの

大学図書館）」，『文部時報』，(1409)，1994，p48-49. 

[1994/00/Ot] 大瀧礼二「NACSIS-CAT雑誌目録システムにおける「Lancet」の巻次表現」，『医学図書館員

研究集会論文集』，Vol.28，1994，p45-48. 

[1994/00/Un] 宇野彰男「看護雑誌総合目録の作成：パソコンを利用したDTPを試みて」，『看護と情報：看

護図書館協議会会誌』，1，1994，61-69. 

[1994/02/Da]◎大学図書館研究集会事務局編『リソース・シェアリングの新たな視界：相互協力のさらな

る推進に向かって：大学図書館研究集会記録；第14回』，日本図書館協会大学図書館部会，1994.02，131p. 

＊国公私立大学図書館協力委員会との共同刊行。発売：学術文献普及会。立教大学新座キャンパス 1号

館，平成 5年 11月 25日（木）～26日（金）。後援：国立大学図書館協議会，公立大学協会図書館協議

会，私立大学図書館協会。 

[1994/02/Ga] 学術情報センター目録情報課「NACSIS-ILLの BKDSC依頼機能について」，『オンライン・シ

ステムニュースレター』，No.43，1994.02.28. 

[1994/02/Ga] 学術情報センター目録情報課「JAPAN/MARC遡及データの導入について」，『オンライン・シ

ステムニュースレター』，No.43，1994.02.28. 

[1994/03/Am] 雨森弘行「<巻頭言>すべての図書館をすべての利用者に：世界の図書館の一体化へ向けて」，

『中部図書館学会誌』，Vol.35，1994.03，p.2-. ＊BLDSCとNACSIS-ILLの接続の話。 

[1994/03/Ga] 学術情報センター目録情報課「「遡及入力指針」の運用について」，『オンライン・システム

ニュースレター』，No.44，1994.03.31. 

[1994/03/Ga] 学術情報センター目録情報課「学術雑誌総合目録欧文編の確認調査」，『オンライン・システ

ムニュースレター』，No.44，1994.03.31. 

[1994/03/Ga] 学術情報センター目録情報課「平成5年度第2回総合目録委員会の審議内容」，『オンライン・

システムニュースレター』，No.44，1994.03.31. 

[1994/03/Ga] 学術情報センター目録情報課「平成5年度第3回総合目録小委員会の審議内容」，『オンライ

ン・システムニュースレター』，No.44，1994.03.31. 

[1994/03/Hi] 平野美恵子[ほか]「日本における既存OPACの比較調査（図書館情報学調査研究報告）」，『図

書館研究シリーズ』（ISSN:04541960），通号31，1994.03，p231-327. 

[1994/03/In] 井上修，平岡博，篠塚富士夫「インターネットによる筑波大学附属図書館蔵書検索サービス

について」，『大学図書館研究』，No.43，1994.03，p61-66. 
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[1996/00/Ha]○芳賀奈央子，松井幸子「NACSIS-CATの和図書書誌ファイルにおける主題情報の現状調査」

『研究成果流通システムの研究開発：平成7年度（文部省S）』(図書館情報大学)，（平成7年度），1996，

p101-115. 

[1996/00/Mi] 宮澤彰「Javaによる新目録システムインタフェース」，『学術情報センターシンポジウム』，

(1996年度)，1996，p35-38.   

[1996/00/Ut] 内海啓也「総合目録ネットワーク・プロジェクトの現状について：国立国会図書館関西館建

設に向けて（特集：第7回日仏学術シンポジウム：会議『これからの図書館ネットワークを考える』），

『日仏図書館情報研究』，no.22，1996，p33-36. 

[1996/00/Ya] 山内隆文「カレント雑誌受入システムの画面設計と自動データ処理：名古屋学院大学におけ

る試み」，『館灯』（私立大学図書館協会西地区部会東海地区協議会），35，1996，p49-59. 

[1996/01/Na]○永田治樹「ネットワーク資源の書誌コントロールとメタデータ形成」，『論集・図書館情報

学研究の歩み；15：ネットワーク情報資源の可能性/日本図書館学会研究委員会編』，日外アソシエーツ，

1996.01，p134-164. 

[1996/03/Fu] 藤勝周次「次期図書館システムを考える視点（特集：次期図書館システム）」，『大学の図書

館』，15(3)，1996.03，p34-36. 

[1996/03/Ga] 学術情報センター目録情報課「ILLシステムの国会図書館依頼機能」，『オンライン・システ

ムニュースレター』，No.54，1996.03.30.   

[1996/03/Ga] 学術情報センター目録情報課「目録所在情報データベースのサーバ移行」，『オンライン・シ

ステムニュースレター』，No.54，1996.03.30. 

[1996/03/Ga] 学術情報センター目録情報課「新CAT/ILLシステムの概要」，『オンライン・システムニュー

スレター』，No.54，1996.03.30. ＊新システムの考え方，新システムの機能について。 

[1996/03/Ga] 学術情報センター目録情報課「フランス語資料の遡及入力事業」，『オンライン・システムニ

ュースレター』，No.54，1996.03.30. 

[1996/03/Ga] 学術情報センター目録情報課「[平成7年度]総合目録委員会・総合目録小委員会の開催」，

『オンライン・システムニュースレター』，No.54，1996.03.30.  

[1996/03/Ho] 堀口裕（鹿児島大学附属図書館）「OPACのための主題検索支援シソーラス」『学術情報セン

ター・セミナー研究レポート』，(平成7年度)，1996.03，p151-254. ＊総合目録データベースを使用し

て，単語の共出現回数をもとにした主題検索支援シソーラスの試作と評価実験。 

[1996/03/Ho] 星健二「図書館目録構築の支援サービス（<特集>図書館目録に未来はあるか）」，『情報の科

学と技術』，46(3)，1996.03，122-127 

[1996/03/Ko] 小林成江「大学図書館における相互貸借の現状と今後（特集：Document Deliveryの現状と

今後）」，『医学図書館』，43(1)，1996.03，p69-72. 

[1996/03/Ku] 忽那一代「目録システムと外字管理」，『学術情報センター・セミナー研究レポート』，（平成

7年度），1996.03，p71-150. ＊NACSIS-CATにおける外字の状況とJSX0221-1995導入の影響。 

[1996/03/Ma] 松澤孝男，長谷川順子，高野惠子，木村勇人，須田美智子，清水仁康，菊池豊寿，大坪友信，

松澤志津代「図書館システムに学情書誌データを取り込むプログラムの試作」『茨城工業高等専門学校研

究彙報』，(31)，1996.03，p27-33. 

[1996/03/Mi] 宮澤彰「英国CATプロジェクトを終えて」『学術情報センター紀要』，8号，1996.03，p434-444 

[1996/03/Na] 永田治樹「図書館目録の現状と将来：メタデータと OPAC（<特集>図書館目録に未来はある

か）」，『情報の科学と技術』，46(3)，1996.03，p106-113. 

[1996/03/Oo] 大塚奈奈絵，深田泰代「コアジャーナルは利用されている？：複写・利用統計の結果から」，



 

『科学技術文献サービス』（国立国会図書館），no.109,1996.03，p12-16. 

[1996/03/Pe] Perry,Brian.「NACSIS-CAT Project Final Report（報告）」『学術情報センター紀要』，8号，

1996.03，p385-434. 

[1996/03/Sa] 佐々木光子「大学図書館の現場から;NACSIS-CATカタロギングリポート（<特集>図書館目録

に未来はあるか）」，『情報の科学と技術』，46(3)，1996.03，p128-135 

[1996/03/So] [相互協力研究分科会]「図書館協定とILL業務の現状について」，『私立大学図書館協議会東

地区研究部会 相互協力研究分科会報告』，6，1996.03. 

[1996/03/Ta] 田中康雄「大学図書館における目録構築の新たな試み：情報発信機能の強化にむけて（<特

集>図書館目録に未来はあるか）」，『情報の科学と技術』，46(3)，1996.03，p114-121. 

[1996/03/Ta] 田屋裕之「パイロット電子図書館における総合目録ネットワークの現段階（<特集>図書館目

録に未来はあるか）」，『情報の科学と技術』，46(3)，1996.03，p136-141. 

[1996/03/Uz] 鵜沢和往「インターネット向け画面型検索インターフェースの設計」，『学術情報センター・

セミナー研究レポート』，（平成7年度），1996.03，p1-70. ＊Java言語による目録検索インターフェー

スの設計。 

[1996/03/Ya] 山田知子，北川正路「NACSIS-ILL利用の現状と今後：東京慈恵会医科大学情報センターの

事例（特集：Document Deliveryの現状と今後）」，『医学図書館』，43(1)，1996.03，p65-68. 

[1996/04/Oo] 大山敬三，高須淳宏，鶴岡弘「学術情報センターにおけるオンラインDBとIRシステムの連

携：目録系データベースの形成」，『情報処理学会研究報告．情報基礎研究会報告』，Vol.96,No.34（FI-41），

1996.04，p17-24. 

[1996/06/Ga] 学術情報センターデータベース課「「北海道大学北方資料総合目録データベース」サービス

開始」，『学術情報センターニュース』，No.36，1996.06，p13. 

[1996/06/Go] 五条堀孝，田村卓郎「生物分野における学術情報システムの現状（特集：学術情報システム）」，

『学術月報』，49(6)，1996.06，p687-692. 

[1996/06/Ha] 原正一郎，安永尚志「国文学情報システム（特集：学術情報システム）」，『学術月報』，49(6)，

1996.06，p700-707. 

[1996/06/Ii] 飯沼三和子，山崎美成「『国書総目録』・『古典籍総合目録』による著作年譜のこころみ」，『私

立大学図書館協会会報』（私立大学図書館協会 ISSN:02887002），通号 106，1996.06，p84-89. 

[1996/06/In] 井上如，齋藤忠夫，鈴木義昭，開原成允（司会）「<座談会>学術情報システムの今後の展開：

ネットワーク，コンテンツ，アプリケーション（特集：学術情報システム）」，『学術月報』，49(6)，1996.06，

p708-724. 

[1996/06/Ki] 木島令己「学術情報システムの新たな展開に向けて（特集：学術情報システム）」，『学術月

報』，49(6)，1996.06，p647-653. 

[1996/06/Ko]◎国立大学図書館協議会『図書館情報システム特別委員会 目録業務システム専門委員会 最

終報告』，1996.06. ＊内容：(1)遡及入力の促進について，(2)中国語資料入力について，(3)目録システ

ム地域講習会の開催について。 

[1996/06/To] 戸高敏之「学術情報システムの在り方（特集：学術情報システム）」，『学術月報』，49(6)，

1996.06，p682-686. 

[1996/06/Wa] 若林克己「医学研究と学術情報システムの現状：身近な例から（特集：学術情報システム）」，

『学術月報』，49(6)，1996.06，p693-699. 

[1996/07/Ki] 北克一，村上泰子「マルチメディア資料の書誌記述：ALA『インタラクティブ・マニュアル

の書誌記述ガイドライン』（特集：[日本図書館研究会]第37回研究大会）―（グループ研究発表）」，『図

書館界』，Vol.48, No.2，1996.07，p62-68. 

[1996/08/Gu]○郡司良夫「専門主題の文献・情報センターと外国雑誌センターの現状」，『図書館資源の共

有理念とその検証：論集・図書館情報学研究の歩み；16』，日外アソシエーツ，1996.08，p84-103. 

[1996/08/Ii] 飯倉忍「商業ドキュメントデリバリーサービスと大学図書館（CA1077）」，『カレントアウェ



 

アネス』，No.204，1996.08. 

[1996/08/Is]○石井啓豊「図書館資源共有の理論モデルのための枠組み」，『論集・図書館情報学研究の歩

み；16：図書館資源の共有理念とその検証/日本図書館学会研究委員会編』，日外アソシエーツ，1996.08，

p9-36. 

[1996/08/Ki] 木藤淳子「NDLからNACSISへ：学術情報センターNACSISへゆく（図書館協力の最前線）」，

『びぶろす』，47(8)，1996.08，p185-189. 

[1996/09/Ga] 学術情報センター目録情報課「学術雑誌総合目録CD-ROM新システムの開発」，『学術情報セ

ンターニュース』，No.37，1996.09，p6. 

[1996/09/Ga] 学術情報センター目録情報課「学術雑誌総合目録和文編1996の編集状況」，『学術情報セン

ターニュース』，No.37，1996.09，p13. 

[1996/09/Ga] 学術情報センター目録情報課「[平成8年度]総合目録委員会の開催」，『オンライン・システ

ムニュースレター』，No.56，1996.09.30. 

[1996/09/Ma] 松井幸子，徐文光「インターネットOPACへのアクセスの現状と将来：日本の大学図書館20

館のOPAC比較調査にもとづいて」，『図書館情報大学研究報告』，15(1)，1996.09，p77-103. 

[1996/09/Oo] 大川竜一「『南アジア関係逐次刊行物総合目録』の刊行：５機関共同編集による初の試み」，

『びぶろす』（国立国会図書館図書館協力部），47(9)，1996.09，p212-215. 

[1996/09/Ta] 多田一男「日本医学図書館協会における分担収集・分担保存の現状」，『医学図書館』，43(3)，

1996.09，p347-352. 

[1996/10/Go] 郷端清人「新図書館システムの構築にむけて」『大学図書館研究』，No.50，1996.10，p41-48. 

[1996/10/Ma] 増田元，佐藤義則「変化する大学図書館電算化システム」『大学図書館研究』，No.50，1996.10，

p34-40. 

[1996/10/Mi] 宮澤彰「多言語目録データベースの課題」『大学図書館研究』，No.50，1996.10，p62-67. 

[1996/10/Sa]◎坂本徹朗著『図書館とコンピュータ：図書館員選書；3（第3版）』，日本図書館協会，1996.10，

318p. ＊1983年刊の初版，1985年刊の第2版の全面改稿版。電子図書館に関する説明強化。 

[1996/10/Su] 菅野育子「情報検索システムとしての OPAC評価基準の考察」，『Library and information 

science』，通号35，1996.10，p41-49. 

[1996/10/Ta] 高畑圭子「米国デューク大学パーキンス図書館：電子図書館時代の足腰：ILLドキュメント・

デリバリー（シリーズ・海外図書館事情を探る；4」，『図書館雑誌』（日本図書館協会 ISSN03854000），

90(10)，1996.10，p804-807. 

[1996/10/Ue] 上田修一「相互協力とネットワーク：『大学図書館研究』の50号に基づいて」，『大学図書館

研究』，No.50，1996.10，p93-99. 

[1996/11/Ga]◎ [学術情報センター]十周年記念事業委員会編（井上如ほか執筆）『[学術情報センター]創

立十周年記念誌』，学術情報センター，1996.11，360p. ＊重要な基本文献。 

[1996/11/Na] 永田治樹「ネットワーク情報資源の発見：探索とメタデータ」，『現代の図書館』，20(4)，

1996.11，p1-6. 

[1996/11/Su] 鈴木敬二「新目録所在情報システムの概要」『全国共同利用大型計算機センター研究開発セ

ンター研究開発論文集』，No.18，1996.11，p96-100. 

[1996/12/Ga] 学術情報センター研修課「平成8年度総合目録データベース実務研修終了報告」，『学術情報

センターニュース』，No.38，1996.12，p24. 

[1996/12/Ga] 学術情報センター目録情報課「総合目録データベースにおける和洋の統合およびVOLによる

書誌分割の廃止」，『学術情報センターニュース』，No.38，1996.12，p10. 

[1996/12/Ga] 学術情報センター目録情報課「総合目録データベースの移行について」，『オンライン・シス

テムニュースレター』，No.57，1996.12.20. 

[1996/12/Ga] 学術情報センター目録情報課「総合目録データベースにおける和洋の統合及びVOLによる書

誌分割の廃止」，『オンライン・システムニュースレター』，No.57，1996.12.20. 



 

[1996/12/Ga] 学術情報センター目録情報課「[平成8年度]総合目録委員会の開催」，『オンライン・システ

ムニュースレター』，No.57，1996.12.20. 

[1996/12/Ga] 学術情報センター目録情報課「中国語資料データベース化検討ワーキンググループの審議内

容」，『オンライン・システムニュースレター』，No.57，1996.12.20. 

[1996/12/In] 井上如「NACSIS：10年の軌跡とこれから」，『情報管理』，39(9)，1996.12，p703-709 

[1996/12/Sa] 佐々木光子「NACSIS-CATカタロギングリポート」，『北海道地区大学図書館職員研究集会記

録』，通号39，1996.12，p2-13. 

1997年（平成9年） 

[1997/00/Ka] 甲斐重武「学術情報システムと地理学：学術情報センター及び大学図書館の活動を中心とし

て」，『地理科学』，52(3)，1997，p154-158. 

[1997/00/Ka] 兼松芳之「Z39.50入門；その1」，『パイロット電子図書館総合目録ネットワーク参加館ニュ

ース』，7，1997，p1-3. 

[1997/00/Ka] 兼松芳之「Z39.50入門；その2」，『パイロット電子図書館総合目録ネットワーク参加館ニュ

ース』，8，1997，p9-12. 

[1997/00/Mi] 簑島智子「相互協力業務の実態と分析：中部大学附属三浦記念図書館の事例を中心に」，『館

灯』（私立大学図書館協会西地区部会東海地区協議会），36，1997，p12-23. 

[1997/00/Pi]◎パイロット電子図書館総合目録調整委員会『総合目録ネットワークの発展に向けて：パイ

ロット電子図書館総合目録調整委員会報告書』，日本図書館協会，1997，62p. 

[1997/00/Sh] 宍戸奈実「<短報>大学図書館におけるOPACの利用者の探索行動：学生を対象としたインタ

ビュー調査」，『Library and Information Science』，no.37，1997，p35-53. 

[1997/00/Su] 諏訪敏幸「逐次刊行物目録におけるタイトルの変遷と記入単位;NACSIS-CAT(洋雑誌)を中心

とする困難事例、その分析、および考察(前編)」，『大図研論文集』，(19)，1997，p37-210 

[1997/00/Ue] 上田修一「分散型と集中型データベース」，『パイロット電子図書館総合目録ネットワーク参

加館ニュース』，6，1997，p1-4. 

[1997/03/Ai] 相原信也，内藤英亮「CJK（中国語/日本語/韓国語）環境下での国際標準件名標目システム

の適用（学術情報分野）」，『学術情報センター紀要』，9号，1997.03，p73-81. 

[1997/03/An] 安齋宏幸，山本毅雄，石塚英弘「WWWによる図書目録データベースの提供実験」，『図書館情

報大学研究報告』，15(2)，1997.03，p1-16. 

[1997/03/As] 浅倉秀三「国内図書館の蔵書検索Webページの調査」，『情報科学リサーチジャーナル』，4，

1997.03，p51-60. 

[1997/03/Ga] 学術情報センター目録情報課「学術雑誌総合目録1996年版の出版」，『学術情報センターニ

ュース』，No.39，1997.03，p5. 

[1997/03/Ga] 学術情報センター目録情報課「総合目録データベースのサーバ移行を終えて（トピックス）」，

『学術情報センターニュース』，No.39，1997.03，p8-11. 

[1997/03/Ga] 学術情報センター目録情報課「Webcatの試行サービス開始」，『オンライン・システムニュ

ースレター』，No.58，1997.03.10. 

[1997/03/Ga] 学術情報センター目録情報課「移行後の総合目録データベースの問題点について」，『オンラ

イン・システムニュースレター』，No.58，1997.03.10. 

[1997/03/Ga] 学術情報センター目録情報課「[平成8年度]総合目録小委員会の開催」，『オンライン・シス
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号，2003.09.12. 

[2003/09/Ko] 国立情報学研究所コンテンツ課「グローバル ILL現物貸借サービスの開始」，

『NACSIS-CAT/ILLニュースレター』，12号，2003.09.12. 

[2003/09/Ma] 松井一子「RLGの新総合目録RedLightGreenに見る図書館目録の可能性」，『カレントアウェ

アネス』，No.277，2003.09，p7-8.<http://www.dap.ndl.go.jp/ca/modules/ca/item.php?itemid=934> 

[2003/09/To] 遠山潤「書誌単位と出版年：Webcat，Webcat Plus，NDL-OPACの書誌的記録に関する比較分

析」，『図書館学』（西日本図書館学会），No.83，2003.09，p13-23. 

[2003/09/Sh] 荘司雅之，金子昌嗣，小松尚久「図書館におけるディジタル・リソースへの対応と課題：早

稲田大学図書館の事例など」，『電子情報通信学会技術研究報告』（ISSN09135685），103(325)（IE2003 

55-67），2003.09，p7-12. 

[2003/09/Ya] 山本毅雄, 宮澤彰「ユニークタイトルの電子アーカイブ(1):予備的統計と保存の提案」， 

『NII journal』（国立情報学研究所 ISSN:13459996），vol.7，2003.09.30，p27-36.   

[2003/10/Iz] 泉沢久美子「アジア経済研究所図書館の OPACと新着アラートサービス」，『情報管理』

（ISSN00217298），Vol.46，No.7，2003.10，p463-468. 

[2003/10/Ko] 小島浩之「図書館とOPAC（学術リーソースレビュー：学術サイト）」，『漢字文献情報処理研

究』（好文出版），No.4，2003.10，p138-141. 

[2003/10/Ta] 高橋智，筒井利子，片桐裕恵「慶應義塾大学所蔵和漢古書目録作成プロジェクト）」，

『Medianet』（慶應義塾大学メディアセンター本部），No.10，2003.10. 

[2003/11/Am] 雨森弘行「「国大図協」と共に歩んで：“温故知新”への想い」，『国立大学図書館協議会ニュ

ース資料』,No.70，2003.11，1冊 

[2003/11/Sh] 志保田務，北克一「戦前期における大学等の総合目録・目録規則策定に関する史的考察」，

『資料組織化研究』,（通号48）,2003.11，p23-29. 

[2003/12/Fu] 藤巻俊樹「早稲田大学図書館目録の推移と今後について (特集 目録はサービスである)」，

『現代の図書館』（日本図書館協会 ISSN:00166332）,Vol.41, No.4 (通号 168)，2003.12，p206-210. 

[2003/12/Ha] 橋詰秋子「米国に見る「新しい図書館目録」とその可能性：ベイツレポートを中心に (特集 



 

目録はサービスである)」，『現代の図書館』（日本図書館協会 ISSN:00166332）,Vol.41, No.4 (通号 168)，

2003.12，p222-230. ＊ベイツ教授のレポート「図書館目録とポータル情報における利用者アクセスの

向上」（2003年7月）の概要解説。 

[2003/12/Ka] 加藤均「複写サービスを提供する側からみた著作権（特集：著作権）」，『医学図書館』，50(4)，

2003.12，p337-340. 

[2003/12/Ki] 気谷陽子「学術情報システムのもとでの大学図書館サービスの展開」，『日本図書館情報学会

誌』，49(4)，2003.12，p137-155.＊1980～2002年までの大学図書館サービスの展開を統計的に実証。 

[2003/12/Ku] 黒澤節男「図書館と著作権（特集：著作権）」，『医学図書館』，50(4)，2003.12，p325-330. 

[2003/12/Ok] 岡本真「利用者の目からみた図書館の目録：評価する点，改善すべき点，期待する点 (特集 

目録はサービスである)」，『現代の図書館』（日本図書館協会 ISSN:00166332）,Vol.41, No.4 (通号 168)，

2003.12，p217-221. ＊OPACインターフェースに工夫を。 

[2003/12/Oo] 大場高志「国立情報学研究所の動向：書誌ユーティリティの現状と将来 (特集 目録はサー

ビスである)」，『現代の図書館』（日本図書館協会ISSN:00166332）,Vol.41, No.4(通号 168) ，2003.12， 

p201-205. ＊品質管理，多言語化，遡及入力事業，メタデータ・データベース等 

[2003/12/Sh] 白石英里子「整理業務の変質？：図書館員はどうあるべきか (特集 目録はサービスである)」，

『現代の図書館』（日本図書館協会 ISSN:00166332）,Vol.41, No.4 (通号 168)，2003.12，p179-184. 

[2003/12/Yo] 横山幸雄「書誌情報に関する方針と計画：国立国会図書館の動向 (特集 目録はサービスで

ある)」，『現代の図書館』（日本図書館協会 ISSN:00166332）,Vol.41, No.4(通号 168)，2003.12， 

p185-193. 

2004年（平成16年） 

[2004/00/Ki] 木藤るい，沢田純子「目録の質の向上をめぐって」，『Medianet』（慶応義塾大学メディアセ

ンター本部），(通号11)，2004，p58-59. 

[2004/00/Ko] 国立情報学研究所コンテンツ課「欧州NACSIS-CAT参加館との会合（事業活動）」，『NIIニュ

ース』，(24)，2004，p7-8 

[2004/00/Na] 中田晴美「大学ポータルと図書館システムの連携：名古屋学院大学の事例」，『館灯』（私立

大学図書館協会西地区部会東海地区協議会），43，2004，p20-27. 

[2004/00/Sa] 榊原佐知子，舟橋努「事例報告 3医科大学における相互貸借業務の現状：2004（平成 16）

年度[私立大学図書館協会西地区部会]東海地区協議会図書館実務担当者研修会記録」，『館灯』（私立大学

図書館協会西地区部会東海地区協議会），43，2004，p101-104. 

[2004/00/Ta] 田中真紀，吉井由紀子「図書館Webサービスの現状と今後の展開」，『Medianet』，（慶応義塾

大学メディアセンター本部），(通号11)，2004，p39-41. 

[2004/00/Wa]◎和中幹雄，古川肇，永田治樹訳『書誌レコードの機能要件：IFLA書誌レコード機能要件研

究グループ最終報告』，（日本図書館協会），2004，121p. 

[2004/02/Sh]「総会議案ILLシステムにかかる文献複写料金等相殺処理サービスの概要（案）：私立大学図

書館協会第 64回（2003年度）総会記録」，『私立大学図書館協会会報』（私立大学図書館協会 

ISSN:02887002），通号121，2004.02，p75-80. 

[2004/03/Ha] 早瀬均，笹川郁夫，栃谷泰文[ほか]「大学図書館の国際化関連(2)GIF：大学図書館の国際連

携―GIFの取り組みについて（70号記念特集号：大学図書館の変革―その現状と展望），『大学図書館研

究』，No.70，2004.03，p55-62. 

[2004/03/Ku] 工藤邦彦（福岡大学図書館）「板本の書誌作成」，『図書館学』（西日本図書館学会），No.84，

2004.03，p19-29. ＊刊（出刊）・印（摺り）・修（補修，修訂）の記述の扱い方。 

[2004/03/Oo] 大場高志，杉田茂樹「国立情報学研究所のメタデータ・データベース共同構築事業について

（70号記念特集号：大学図書館の変革―その現状と展望），『大学図書館研究』，No.70，2004.03，p25-30. 

[2004/03/So] [相互協力研究分科会]「第1章 相互協力ハンドブック」，『私立大学図書館協議会東地区研

究部会 相互協力研究分科会報告』，10，2004.03，p1-35. 



 

[2004/03/So] [相互協力研究分科会]「第2章 海外ILL事例一覧」，『私立大学図書館協議会東地区研究部

会 相互協力研究分科会報告』，10，2004.03，p36-45. 

[2004/03/Ta] 田坂憲二「NACSIS WebcatとWebcat PLUS」，『文藝と思想』，no.68,2004.03，p173-190. 

[2004/03/Ya] 山口直比古「平成16年度より開始されるILL複写等料金相殺サービス（講演会報告）」，『私

立大学図書館協議会東地区研究部会 相互協力研究分科会報告』，10，2004.03，p46-61. 

[2004/04/Ko] 小陳左和子「国立情報学研究所の新たな情報提供サービス展開：GeNii（NII学術コンテン

ツ・ポータル）」，『薬学図書館』，49(2)（通号184），2004.04，p96-101. 

[2004/04/Su] 末廣恒夫「図書館と著作権：複写と貸出を中心に」，『情報管理』，47(1)，2004.04，p1-7. 

[2004/05/Ya] 山中秀夫「西洋古刊本を対象とした総合目録データベースに関する考察：その構築の歴史と

手法」，『ビブリア』（天理図書館），No.121,2004.05，p125-156  

[2004/06/Ha] 濱生快彦「NIIの総合目録データベースについて（図書館談話室）」，『関西大学図書館フォ

ーラム』，no.9，2004.06，p85-88.  

[2004/06/Ko] 国立情報学研究所コンテンツ課「RECONファイル所蔵データ一括削除」，『NACSIS-CAT/ILL

ニュースレター』，14号，2004.06.23. 

[2004/06/Ko] 国立情報学研究所コンテンツ課「平成16年度遡及入力事業計画」，『NACSIS-CAT/ILLニュー

スレター』，14号，2004.06.23. 

[2004/06/Ko] 国立情報学研究所コンテンツ課「総合目録データベースにおける電子ジャーナルの取扱いに

ついて」，『NACSIS-CAT/ILLニュースレター』，14号，2004.06.23. 

[2004/06/Ko] 国立情報学研究所コンテンツ課「NACSIS-ILL文献複写料金等相殺サービスの運用開始」，

『NACSIS-CAT/ILLニュースレター』，14号，2004.06.23. 

[2004/06/Ko] 国立情報学研究所コンテンツ課「メタデータ･データベースの今後の展開について」，

『NACSIS-CAT/ILLニュースレター』，14号，2004.06.23. 

[2004/06/Wa] 和中幹雄「FRBRとはなにか：その意義と課題」，『現代の図書館』，42(2)（通号170）， 

2004．06，p115-123.  

[2004/08/Og] 荻原寛「ILL文献複写料金相殺サービスの展開（特集：大学図書館2004）」，『図書館雑誌』，

98(8)，2004.08，p511-513. ＊国公私を越えたILL料金の相殺サービスの概要。 

[2004/08/Su] 杉本若葉, 地原扶由子「電子ジャーナルの資料特性と組織：NACSIS-CATの課題と展望 (2003

年度〔私立大学図書館協会〕東地区研究部 研究分科会報告大会)」，『私立大学図書館協会会報』（私立大

学図書館協会 ISSN:02887002），通号 122，2004.08，p129-136  

[2004/09/Ka] 兼宗進「図書館システムとオープンソースの利用（CA1529）」，『カレントアウェアネス』，

No.281，2004.09，p2-3. <http://www.dap.ndl.go.jp/ca/modules/ca/images2/ca/ca281.pdf> 

[2004/09/Ka] 加藤信哉「電子ジャーナルのコンソーシアム利用が大学図書館の文献デリバリーへ及ぼす影

響（CA1530）」，『カレントアウェアネス』，No.281，2004.09，p3-5. 

 <http://www.dap.ndl.go.jp/ca/modules/series/item.php?itemid=14> 

[2004/09/Ma] 桝添博邦（九州産業大学）「資料組織：分類・目録を再考する」，『図書館学』（西日本図書館

学会），No.85，2004.09，p53-57. ＊司書が「資料組織」から解放されたことの影響。 

[2004/10/Ko] 小島浩之「漢籍と図書館・OPAC（学術リーソースレビュー：学術サイト）」，『漢字文献情報

処理研究』（好文出版），No.5，2004.10，p150-152. 

[2004/11/Ko] 国立情報学研究所コンテンツ課「旧 CAT/ILLサービスの終了について」，『NACSIS-CAT/ILL

ニュースレター』，15号，2004.11.29. 

[2004/11/Ko] 国立情報学研究所コンテンツ課「書誌ユーティリティ課題検討プロジェクトの発足」，

『NACSIS-CAT/ILLニュースレター』，15号，2004.11.29. 

[2004/11/Ko] 国立情報学研究所コンテンツ課「グローバルILLの新展開：日韓ILL/DD暫定サービスの運

用開始」，『NACSIS-CAT/ILLニュースレター』，15号，2004.11.29. 

[2004/11/Ko] 国立情報学研究所コンテンツ課「ILL用参照ファイルの導入（KERISB，KERISS）」，



 

『NACSIS-CAT/ILLニュースレター』，15号，2004.11.29. 

[2004/12/Ai] 相田満「目録データベースの高次化によるデータマイニングを可能とするために：複数種の

オントロジ辞書の利用・接合により検索効率の向上を試みる」，『情報処理学会シンポジウム論文集』，

Vol.2004 No.17，2004.12，p151-158. ＊オントロジの実効性を目録データベースで検証。 

[2004/12/As] 浅倉秀三「日本語MARCのXMLデータベースへの変換に関する一実験：JAPAN/MARCとTRCMARC

の変換」，『日本図書館情報学会誌』，Vol.50,No.4，2004.12，p159-170. 

[2004/12/In] 井上佐知子，山岡規雄，上田貴雪，筑木一郎「デジタル時代のドキュメント・デリバリー・

サービス（CA1545）」，『カレントアウェアネス』，282，2004.12. 

<http://www.dap.ndl.go.jp/ca/modules/ca/images2/ca/ca282.pdf> 

[2004/12/Mo] 森山光良「富山県内図書館蔵書総合目録事業に関する考察」，『日本図書館情報学会誌』，

Vol.50,No.4，2004.12，p125-141 

[2004/12/No] Noguchi Setsuko（野口契子），鈴木祐介訳「米国におけるILLサービスの現状：イリノイ大

学アーバナ・シャンペーン校の事例」，『大学図書館研究』，No.72，2004.12，p36-40. 

[2004/12/Su] 諏訪部直子（杏林大学図書館）「「EBM」を書名に含む国内臨床医学書の分析と評価」，『医学

図書館』，51(4)，2004.12，p363-367. ＊NACSIS-CATで対象図書を検索。 

[2004/12/Ta] 高野明彦，西岡真吾，丹羽芳樹「連想に基づく情報アクセス技術：汎用連想計算エンジン

GETAを用いて（<特集>最新情報検索技術）」，『情報の科学と技術』，54(12)，2004.12，p634-639. 

[2004/12/Ue] 上田洋，村上晴美「関連語提示機能付携帯OPACの試作」，『情報処理学会シンポジウム論文

集』，Vol.2004 No.17，2004.12，p189-194. 



 

2005年（平成17年） 

[2005/00/Ha] 原田隆史「オープンソースを利用した図書館システム」，『INFOPRO2005予稿集』，2005. 

[2005/00/Ku] 熊田淳美「『国書総目録』の文化史的背景；第一部：戦前の国史・国文学界と幻の岩波『国

書解題』」，『中央大学文学部紀要』，Vol.39,No.3,4，2005，p144-80. 

[2005/00/Ok] 岡野純子「RLG総合目録への書誌レコード登録と国際貢献」，『Medianet』（慶応義塾大学メ

ディアセンター本部），(通号12)，2005，p38-39. 

[2005/00/Sa] 作野誠「学術雑誌必要度調査結果の概要：愛知学院大学歯学・薬学図書館情報センターにお

ける学術情報基盤の充実を目指して」，『館灯』（私立大学図書館協会西地区部会東海地区協議会），44，

2005，p9-14. 

[2005/00/Se] 関秀行「OPAC改善の動き：OPAC改善検討ワーキング」，『Medianet』（慶応義塾大学メディア

センター本部），(通号12)，2005，p36-37. 

[2005/00/Se] 関口素子「ILLシステムのその後と昨今のサービス展開」，『Medianet』（慶応義塾大学メデ

ィアセンター本部），(通号12)，2005，p56-58. 

[2005/00/To] 東京都立中央図書館資料管理課「“中国語、韓国・朝鮮語図書のNACSIS-CAT(国立情報学研

究所目録所在情報サービス・目録システム)の利用”（サービスの新たな展開）」，『都立図書館報』，(154)，

2005，p20. 

[2005/02/Fu] 古里兌夫「Web上における図書館目録の公開と予約利用形態の変化：品川区立図書館におけ

るインターネットによる貸出予約開始と利用状況の変化（特集：Webによる図書館サービスの可能性を

探る）」，『図書館雑誌』（日本図書館協会，ISSN:03854000），99(2)，2005.02，p82-85.  

[2005/02/Ue] 上田修一「ウェブの 10年を図書館はどう過ごしてきたか（特集：Webによる図書館サービ

スの可能性を探る）」，『図書館雑誌』（日本図書館協会，ISSN:03854000），99(2)，2005.02，p79-81.  

[2005/03/Eg] 江上敏哲（京都大学情報学研究科図書室）「欧州の日本資料図書館における活動・実態調査

報告:日本資料・情報の管理・提供・入手」， 『大学図書館研究』（ISSN:03860507），No.73，2005.03，

p45-56.  

[2005/03/Ko] 国公私立大学図書館協力委員会平成16年度シンポジウム企画委員会「国公私立大学図書館

協力ニュース：平成16年度シンポジウム「日本の書誌ユーティリティとGIFの進展と課題」報告」，『大

学図書館研究』（ISSN:03860507），No.73，2005.03，p69-80. 

[2005/03/Ko]◎国公私立大学図書館協力委員会著作権問題拡大ワーキンググループ『大学図書館における
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